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　バレンタインデー。

　古代に殉じゆん教きようした聖人にちなんだ、愛を誓う記念日だ。

　この国では、女子が男子にチョコレートを贈るという慣習が存在する。数十年前、アングラード財ざい閥ばつ系列の製菓会社が、売り上げを増やすために流は行やらせて、そのまま定着したというのが通説だ。

　そんなバレンタインデーの翌日──二月十五日の午後。

　真絢マーヤ＝ラヒリはゲオルギウス図書館の尖せん塔とうにいた。
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「今年は減ったな」

　腕組みをしながら、蓮レン＝クナイフェルは言った。

「これで、減ったんだ……」

　マーヤは籠かごに積まれた箱と袋の山を見上げた。

　小さいのから大きいのまで、少なく見ても五十個以上はある。デパートのワゴンセールみたいだ。これら全すべてが、詠エイ司ジ＝ヴァクスへの贈り物だった。

　角かく張ばった眼鏡めがねの奥の目が、冷ややかにマーヤを眺める。

「赤毛みたいなのでも、若わかの周りをちょろちょろしてると、遠えん慮りよする女がけっこういるもんだな。仮におれが身の程を知らず若に惚ほれるような女だったら、お前の存在なんか問題にしねえけどな」

「はいはい」

　こんなぞんざいな扱われ方も、一年近く続けば、だいぶん慣れてきた。とくに怒っているのではなく、これがレンのふだんの態度なのだ。

　マーヤは後ろを振り返った。

　ソファに〈眠り王子〉エイジが座すわっている。

　神かみ懸がかった美び貌ぼうに夢見るような微笑ほほえみを乗せて、マーヤを見つめていた。

「バレンタインデーって、楽しいものだな」

　手にした小箱を撫なでながら、言う。

　水色の包装紙に黄色いリボンをかけたそれは、マーヤが贈ったものだった。

「本で読むたびに不思議だった。お菓子を受け渡すだけのことに、なぜ、どの登場人物も一いつ喜き一いち憂ゆうしているのか。でも、今年ようやくわかった。マーヤがくれたチョコレートは、他のものとは輝きが違う」

「か、かがやき」

「リボンの結び具合がいい」

　何がどう輝いているのかわからない。そもそも、まだ中身を見ていないじゃないか。せっかくバレンタインデーらしい、三色のハート型のチョコレートを選んだのに。

　ともかく、エイジに喜ばれるのは、マーヤにとっても幸せなことだった。

「ありがとう、マーヤ」

「ううん」

「食べないで、大事にとっておく」

「いや、食べてよ」

「レン、飾り棚を用意してくれないか。マーヤの贈り物を奉まつりたいんだが」

「奉らなくていいから！」

　喜ばれるのは嬉しい。嬉しいけれど、エイジの愛情表現はこうやって、しばしばマーヤの常識をはみ出すのだった。

「しかし、くだらねえ行事だよな。特に『手作りチョコ』ってのは何なんだ」

　レンがいきなり全てをぶち壊すようなことを言い放った。
















「女の言う『手作り』ってのは、上等なチョコを湯ゆ煎せんして固め直しただけだろう。風味が飛んじまってロクなもんじゃねえ。自己満足の極きよく北ほくだな。──赤毛、まさかお前も」

「わ、わたしは自信がないから、お店で買ったそのままだけど」

「賢けん明めいだ」

　レンくんはいくつもらったの、と訊きこうとしたが、気持ちが萎なえたのでやめた。

「やあ、今年も壮そう観かんですねえ」

　図書局長の顕アキラ＝グリムウッドが部屋に入ってきた。

　正確には、元図書局長だ。もうじき学院を卒業するので、局長の座を後輩の斗ト志シ郎ロウ＝モアに譲ゆずり渡した。

　色とりどりの包みを、アキラは無む造ぞう作さにひょいひょいと手に取る。

「学院の女生徒は裕ゆう福ふくですねえ。チョコレートもその他の贈り物も、見るからに高級なものばかり。──おや、これはミサコ先生からですか。彼女はたしか既き婚こん者しやのはずですが、いいのかなあ、教師が生徒にこんな本気感あふれるプレゼントをして。脅おどしのネタに使えますねえ」

「よかったら、アキラさんにあげます」

　エイジがおかしなことを述べだした。

「おれをかわいそうに思って、みんなこうして恵んでくれるけれど、今年はマーヤの贈りものがあるので。──マーヤ、どう思う」

「何を？」

「名前がわかる人には、ひとりひとり返して回ったほうがいいだろうか」

「それ絶対やめて！」

　血相を変えるマーヤを、エイジは不思議そうに眺める。

　己おのれの美貌に自覚がないエイジは、マーヤ以外の女子には、怖がられたり哀あわれまれたりしていると思いこんでいるのだった。みんなエイジくんのことが大好きなんだよ！　と何度も言いきかせたが、いっこうに理解しない。

　──おれをひとりの男として認めてくれるのは、マーヤのような変わり者だけだ。世界じゅうを探してもマーヤだけだろう。

　こんな言葉を繰り返して、マーヤを複雑な気持ちにさせるのだった。

　光栄だけど、表現が若じやつ干かんひっかかる。

「この冬の風ふう物ぶつ詩しも、今回で見み納おさめですか」

　アキラが妙にしみじみと口にした。

　四月から、アキラは大学生になる。ろくに授業に出ていないのに、しっかり有名大学への推すい薦せんを取りつけていたのだ。

　それこそ「脅しのネタ」を駆使して教師たちを操ったとしか思えないというのが、マーヤを含めた図書局員の一致した意見だった。

「なんなら一生ここにいたらどうですか、あんた」

「それもいいですねえ。これからもレンくんのお菓子を食べたいです。チンピラのくせにお菓子づくりは上手ですからねえ、きみは。ああ、毎日、ぼくの大学まで届けてくれてもかまいませんよ」

「ふざけんな。なんだよ、その『譲じよう歩ほする』みたいな言い方は」

　レンが歯を剝むき、アキラがはっはっはと軽薄に笑う。

　このおなじみの光景が見られるのも、あとわずか。

　マーヤも十一年生──高校二年生になる。

　そっと、腰こしの鞄かばんに触ふれた。

　肌身離さず身につけている革かわの鞄には『門もんの書しよ』がしまわれている。

　人界と、幻げん生せい物ぶつが住まう幻げん域いきとを繫つなぐ、稀き代だいの魔術書だ。先祖が遺のこしたこの本との出会いが、マーヤが魔術師として歩み出すきっかけだった。

　あれから、もうすぐ一年が経つのだ。

「──このままでいいのに」

　思わず、こんな言葉がこぼれ出た。

　少年たちがマーヤに目を向けた。

「わたし、今のままでいいんだけどな」

「人間、そのままでいいわけねえだろ。特にお前は、足りないところが百個も千個もあるんだからよ」

「わかってるよ！　そういう意味じゃなくて……」

　レンにうまく言い表せず、マーヤは口ごもった。

「おれもマーヤと同じ気持ちだ」

　エイジがソファから背を起こした。

　マーヤを見るまなざしは温かかった。

「十六年生きてきて、おれは今がいちばん楽しい。レンがいて、マーヤがいて……それだけで楽しい。今よりも楽しい季節は、もう来ないかもしれないと思う」

「エイジくん……」

　マーヤの胸の奥が、ちりちりと疼うずいた。本当のしあわせとは、ただ楽しいだけじゃない。失なくしたときのことを考えて、怖くなるものなのだった。

　レンが片かた膝ひざをついて、エイジを見上げた。

「若、自分はずっと若にお仕つかえします」

「わ、わたしだって！」

　照れてつっかえたが、マーヤも勇気を出してアピールする。

　エイジは顔をほころばせた。

　無言だが、何よりも雄ゆう弁べんな返事だった。

「あれ、ぼくの名前がありませんねえ。つれないなあ」

「もちろん、アキラさんにもお世話になりました。いつでも遊びにきてください」

「ええ、言われなくても。わが図書館は第二の故郷ですから」

「もう局長じゃねえだろ、あんたは。学校も本日付けで卒業したらどうだ」

　穏やかな初春の午後が、にぎやかに過ぎてゆく。
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　三月一日。

　早朝から小雪がはらはらと舞う、真冬に戻ったような寒い日だった。

　ゲオルギウス学院の卒業式が、粛しゆく々しゆくと行われた。

　大だい講こう堂どうに一年生から十二年生まで、全生徒が集つどう。男子はジャケットとスラックス、女子はブラウスとプリーツスカートの制服を、きっちりと身に着けている。

　十年生の列に並ぶマーヤは、一年前の入学式を思い出していた。

　異い邦ほう人じんだったマーヤも、この学院で暮らして、旅立つ者を見送る側になったのだ。

　あのときと、目に映る風景は同じだ。

　丸い天てん井じようには、天使を象かたどった色鮮やかなステンドグラス。

　でも、マーヤが受ける印象はあの頃から変化していた。この大講堂が魔術的に計算された祝祭空間であることに、今なら気づくことができる。

　あらゆる魔術体系で重要視される数「３」が、あちこちの意い匠しように含まれていた。

　壁の幾き何か学がく模も様ようは三角形の集合。窓の数は八十一──三の倍数。

　柱の直径も、センチかインチか、マーヤも知らない古代の寸法かはわからないが、なんらかの単位による三の倍数にちがいない。

　前世紀の〈大戦〉を境に失われた〈旧魔術〉が、今も息づいている──

　ゲオルギウス学院は〈魔術の園〉なのだった。
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　在校生の送辞、卒業生の答辞、卒業証書の授与と、式は順調に進んだ。

　上流階級の子し弟ていが集う学校だから、参列者も要人が多い。マーヤがテレビや新聞を通じて顔だけ知っている、政治家、財界人、学者、貴族、皇族……

　その中でも、現在もっとも有名であろう男性が、来らい賓ひん席に黙もく然ぜんと座っていた。

　彼が熙ヒロ斗ト＝マジマという名前であり、二十九歳の青年であることを、この国の人間の大半が知っているはずだった。

　マーヤはそっとヒロトを観察した。

　後ろに撫なでつけた髪、縁ふち無なしの眼鏡めがね、三つ揃いのスーツ。

　どこをとっても隙すきのない風ふう体ていのヒロトは、政治家だった。与党の党首である。

　つまり、総理大臣なのだった。

　就任してから三カ月ほど経っただろうか。政治家としては赤ん坊のような年齢だ。政界の古ふる狸だぬきどもの操り人形に過ぎないという冷めた見方がなくならないのは、仕方ないだろう。

　それでも、国民の期待は総じて高かった。浮うわついたところのない怜れい悧りなたたずまいが、この青年は信頼できそうだという評価を、徐々に固めつつあった。

　司会が、来賓代表としてヒロトが挨あい拶さつをすることを告げた。

　ヒロトが壇上に立った。少し距離を置いて、四方に屈強な護衛が付いている。

　精せい悍かんな顔を巡らせて、ヒロトは大講堂を見渡した。

「内閣総理大臣、熙斗＝マジマです。ご卒業おめでとうございます」

　簡かん潔けつな出だしだった。

　ヒロトは演台の前に進み出た。

　講堂がかすかにざわめいた。お定まりの挨拶で終わる雰ふん囲い気きではない。

「この国の時間は、止まりかけている」

　と、若き総理大臣は切り出した。

「さまざまな問題を先送りにしていたせいで、この国はちからを失った。前に進むことができず、後ろに戻りたくても道が塞ふさがれている。変革──と言うと、空そら々ぞらしい響きを感じ取るだろうか。しかし、わたしの語ご彙いでは他に表現しようがない。この国は変革の時を迎えている」

　静かにヒロトは言葉を紡つむぐ。

　ここが、他の政治家とは一線を画していた。熱っぽく訴えないのだ。表情も乏とぼしい。

　それがかえって、聴ちよう衆しゆうにじっと耳を傾かたむけさせる迫力を生んでいる。

「何も変わらないことは、退化と等しい。ここにいる卒業生の中の、ひとりでもふたりでもいい。真の変革に立ち向かう志こころざしを掲かかげることを──祈っている」

　一礼して、ヒロトは壇から降りた。

　拍手は起きなかった。そのタイミングを、誰もが逸いつしていた。

　ただの祝辞と受け取るには、短いけれど重たい内容だった。

　だが、みんなはしらけているわけじゃない。若き総理の真剣さに心打たれたような雰囲気が、大講堂に満ちていた。

　──何も変わらないことは、退化と等しい……か。

　マーヤは胸中でつぶやいた。

　心にさざ波が立っていた。

　マーヤには使命がある。喪うしなわれし〈旧魔術〉を修おさめて、かつて交流があった幻げん生せい物ぶつと人間の架け橋となること。大魔術師、那ナ由ユ他タ＝クチガミの子孫として、その役割を継ぐことを、自分で決めたのだ。

　今の日々が、永遠に続けばいい──

　そう願う自分は、まだ気持ちの強さが足りないのかもしれない。
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　卒業式が終わると、生徒たちは慌あわただしく動きだした。

　感かん傷しように浸ひたるのはまだ早かった。本当のお楽しみは、卒業式そのものではなく、その夕方から生徒会によって催もよおされる立食形式のパーティ──通称〈送る夕ゆうべ〉にある。

　学院内にある〈食堂街〉をまるごと開放し、たくさんの料理と催もよおし物を用意する。

　卒業生も在校生も華やかに着飾って、思い出話に花を咲かせるのだ。

　しかし、今年の〈送る夕べ〉でもっとも注目されているのは、図書館の尖せん塔とうに住まう麗うるわしき〈眠り王子〉と、その彼の恋人と噂うわさされる赤毛の少女だった。
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〈送る夕べ〉のために開放されたレストランの中でも、数百人を収容できる大ホールを擁ようした店は、人が多く集まるメインの会場となっている。

　ガチガチに緊張したマーヤを伴ともなって、そこにエイジが現れた。

　周囲の視線がいっせいに集まった。

「うう……」

　マーヤは逃げ帰りたくなる気持ちと必死に戦った。みんな自分ではなく、エイジを見ているのだとわかっていても、落ち着かない。

　かたわらに立つ〈眠り王子〉をうかがった。

　ふだんはさらさらと下ろされている金髪が、頭の高い位置でわざと無む造ぞう作さに結ゆわえられている。そんなラフな髪形も、エイジにはよく似合った。

　首から下は対照的に、かっちりと着付けた白い燕えん尾び服ふく。

　次期図書局長、斗ト志シ郎ロウ＝モアの手によるあつらえだった。むくつけき大男なのに、心は女よりも乙女おとめらしい先輩は、こういう破は調ちようのおしゃれに長たけている。

　マーヤの装よそおいも、トシロウがみつくろってくれた。

　女の子用のドレス集めが趣味のトシロウだが、残念ながら彼自身は着られない。単純にサイズが合わないのだ。

　そんなトシロウにとって〈送る夕べ〉は、女子局員が進んで自分の「着せかえ人形」になってくれる、至福のときなのだった。

　マーヤが着ているのは、深い深い、黒に近いような濃い緑色のパーティドレス。

　自分ならきっと選ばない、渋くて、着こなすのが難しそうな色だ。しかし「これがマーヤちゃんの赤毛によく映はえるのよう」と推おすトシロウを信頼することにした。

　こういうときのエイジは、実はあまり当てにならない。「マーヤは何を着ても似合う」などと、親ばかめいたことしか言わないからだ。

　──それを鵜う吞のみにできるほど、自分の容よう姿しに自信なんか持てないよ！

「おら、若わかは見せ物じゃねえぞ。散れ散れ」

　シッシッと手を振って、蓮レン＝クナイフェルがみんなを威い嚇かくする。

　エイジの忠実な従者は特に着飾っていないが、前髪を上げて、制服の上着のボタンを襟えりまで留めていた。

　メタルフレームの眼鏡と相まって、クールな秀才のできあがり──とはならないのがレンである。切れたら何をするかわからないような、危険な雰囲気を醸かもし出していた。いつもの崩くずした格好より怖いくらいだ。

「ついでに赤毛も散れ散れ」

「いちゃだめなの!?」

「それはお前が身の程をどのくらいわきまえているかによるな」

「いやな言い方しないでよ」

「──まあ、今日は少しはマシか。馬ま子ごにも衣装って言うしな」

　意外な言葉が出てきた。レンなりに褒ほめてくれたらしい。

「はっはっは、相変わらずマーヤさんとレンくんは仲がよろしい」

　この空から笑わらいこそ相変わらずの顕アキラ＝グリムウッドが、トシロウと共にやって来た。ふたりともタキシードを着ている。

　卒業という単語に籠こめられた感傷など、アキラには無縁らしい。

「マーヤさんを取られやしないか、エイジくんも気が気でないんじゃありませんか」

「バッカじゃないですか、局長！」

「ふざけたことを言うな。この世から卒業させてやろうか、こら」

　マーヤとレンが同時に全力で否定したが、エイジは妙に達観したような表情で、

「レンはいいやつだからな。マーヤが好きになるなら、仕方ないのかもしれない」

「付き合ってるんだったら、もうちょっと執着してよ!?」

　いつもの調子で突っ込んでから、マーヤは会場の空気が変わったことに気づいた。

「あれ、わたし……」

　勢いに任せて、なんか、とんでもないことを──

「きゃっ、マーヤちゃんとエイジちゃんの痴ち話わ喧げん嘩かよう！」

　トシロウの野太い矯きよう声せいが引き金となって、辺りは騒然となった。

　好意的にはやし立てる声と、嫉しつ妬とによる非難の声が交じり合う。
















「赤毛！　おまえには羞しゆう恥ち心しんがねえのか！」

「ご、ごめんなさい！」

　今回はレンに理りがある。マーヤは顔を真っ赤にして首をすくめた。

「──そうか、そういうものか」

　なぜか、エイジは得とく心しんしたようにうなずいた。

「ど、どうしたの」

「おれはマーヤに執着してもいいのか。それが恋人というものか」

「ヒィ──ッ！」

　マーヤは絶叫して両手でエイジの口を塞ふさいだ。

　火に油どころか、火薬をぶちこんで炸さく裂れつさせるような発言だ。これが〈眠り王子〉の、愛いとしくも困った鈍感さだった。

　会場がさらに沸わき立つ中、満を持して、マーヤとエイジの熱い仲を快こころよく思わない最右翼が登場した。

　塔のように高々と盛り上がった髪。宝石をふんだんにあしらった華やかなロングドレス。左さ右ゆうに戦陣を布しくように広がった、取り巻きの少女たち。

　那な波なみ＝アングラードだった。

「天パーのマーヤさん、〈送る夕べ〉の趣しゆ旨しをわかっていないようね。卒業生を送り出す会なのに、あなたみたいな子が我がもの顔でいるのは間違ってますわよ」

「ナナミさんに言われたくありません」

　マーヤは冷さめた声で言い返した。ナナミだって、どの卒業生よりも目立っている。

「あと、天パーをバカにしないでください」

「ずいぶん誇りをお持ちなのね、そのぐるんぐるんの髪の毛に」

「そうじゃなくて！　人が気にしているところを、いちいちあげつらわないでくださいって言ってるんです！」

「ああら、ごめんなさい」

　挑発的に言い捨てて、ナナミはエイジに満面の笑みを向けた。

「エイジさま、すてきな装よそおいですわね」

「ありがとう──タマミさん」

　名前を思い出すためのわずかな沈黙があったが、それでもやっぱりまちがっていた。

　エイジはなかなかナナミの名前を覚えない。マーヤがよりナナミに恨まれるゆえんだった。

「だんだん人名に近づいてきましたねえ」

「いくら先輩でも、わたくしへの愚ぐ弄ろうは許さなくってよ！」

「はっはっは、グローだなんてとんでもない」

　ナナミに嚙みつかれても、アキラは悠ゆう々ゆうと言葉を続ける。

「ぼくはナナミ嬢とマーヤさんが永久にあら──仲良くいてくれるかどうかが、卒業にあたって唯一の心残りですから」

「『あら』って『争う』のあらですか、局長」

　マーヤはじろりとアキラをにらんだ。

　アキラはかたわらのトシロウの肩をぽむっと叩いて、

「呼んでますよ、トシロウ局長」

「いやだわ、アキラちゃん。アキラちゃんは終身名誉局長よう」

　トシロウが巨体をくねらせてはにかんだ。かわいかった。青銅の巨人みたいな外見であることを除けば。

「図書館にふつうの奴はいねえのか」

　レンがため息をついた。

　ふと──マーヤの胸に、冷たいものが忍び込んだ。

　このにぎやかさも、いつかは失われる。

　自身の成長はしたい。

　でも、こんななんでもなくて楽しい日々が変わることは望まない。

　ふたつの想いが渦うず巻いて、自分でも戸惑うくらいに胸が苦しくなる。

　目にじわりと涙が浮きかけた瞬間、頭にそっと手が乗せられた。

　エイジの手だった。

　見上げたエイジの顔は、いとおしそうに微笑ほほえんでいた。

「どうした、マーヤ」

「ううん。なんだか……楽しいのに、寂しくなって」

「明日もきっと楽しいだろう。でも、今日はもうすぐ終わる。寂しいな」

「──うん」

　いろんな機き微びに疎うといくせに、こうしてエイジは、マーヤの心を誰よりもわかってくれる。

「こんなとき、マーヤのおばあさんは何と言うんだ」

「えっ……」

　意外な質問だが、すぐにひとつの言葉が浮かんだ。





　──別れを惜しみながら別れられるなら、きっとまた会えるさ。別れとは体じゃなくて、心の距離だからね。






「いいことを言う。さすがマーヤのおばあさんだ」

　エイジに祖そ母ぼを褒められるのは、誇らしい気持ちになる。

　今のマーヤの多くを形作ったのは、元公こう爵しやく夫人であるおばあちゃん──文フミ世ヨ＝ベルナールの教えなのだった。マーヤが学院に入学する少し前に、諸外国放浪の旅に出かけた。今ごろ、どこにいるのだろうか。
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　ナナミとひとしきりやりあって、マーヤはすっかり喉のどが渇かわいてしまった。

　エイジ、レンと共に、逃げるようにレストランを出る。

　肌寒いが、朝の雪模様が噓うそのようによく晴れた夕方だ。外の大通りもにぎわっていた。

　ウェイターたちがお盆に飲み物を載のせて、会場を巡回している。

　林りん檎ごのジュースをもらって、ごくごくと飲んだ。飲みながら、視界の隅に、何か気になるものが映った。よく見直して──

「げほっ、がほっ！」

「汚ねえな！　お前はかたときも静かにできねえのか」

「だ、だって、レンくんも見てよ」

　涙目でむせながら、マーヤは問題の光景を指差した。

　マーヤが示す先を目で追って、レンは思い切りいやそうな顔になった。

　エイジも表情を曇くもらせる。

　スーツを着て中折れ帽をかぶった長身の男が、人垣に囲まれていた。

　ステッキの先端から、色とりどりの花を噴水みたいにばらまいて、喝かつ采さいを浴びる。手品を披ひ露ろうしているのだ。生徒会が雇った大道芸人と考えるのがふつうだが、それがまちがいであることをマーヤたちは知っていた。

　うっとりする女生徒たちにひらひらと手を振りながら、男はこちらに近づいてきた。

「久しぶりだな、真絢マーヤ＝ラヒリ」

「こんにちは、ムカイさん」

　マーヤはとりあえず、きちんと挨拶した。

　無ム戒カイ＝ヤマザキは、服装に負けない派手な顔に、妖よう艶えんな笑みを浮かべた。

　それから、不意に魔術を放ってきた。

「なっ……!?」

　思し念ねんを籠めた矢が、マーヤの眉み間けんを狙って飛んでくる。──そんな幻げん像ぞうを、マーヤは心の感覚で視みてとった。人間の一時記憶を削除する、ムカイの〈旧魔術〉だ。

　マーヤもとっさに思念を凝縮した。

　額の前に小さな盾たてを作り出して、矢を弾はじいた。もちろん、これも幻像だ。あくまでもマーヤの認識における比ひ喩ゆである。

　はたから見れば、一、二秒見つめ合っているだけにしか映らないだろう。

　魔術師同士の、不ふ可か視しの攻防だった。

　ムカイは笑みを深くした。

「腕を上げたな。たいしたものだ」

「からかわないでください」

　マーヤは大きく息を吐いた。魔法陣も呪文も省略して魔術を使ったのだ。ムカイにとってはなんでもないことだろうが、マーヤは準備運動なしで五十メートルを全力疾走したような疲れに襲われた。

「必要なときに、必要なだけの魔術を即時に行使する。それは大がかりな魔術を暴走させるより、よほど上等だよ。魔術師として美しい在ありようだ。さすが真絢＝ラヒリ。このムカイが見込んだレディじゃあないか」

　両手を広げて、ムカイはマーヤを褒めたたえる。

　そのまま抱きしめようとしてくるので、マーヤは後ずさった。

　ウエノで秘密の賭カ博ジ場ノを経営する、裏社会の住人だ。〈旧魔術〉の復興を目指して、何やら暗部で動いているらしい。去年の秋に起こった〈妖よう精せいの棺ひつぎ〉事件で、マーヤを仲間に引き込もうとしたことがある。

「真絢＝ラヒリ、そろそろ、わたしと行動を共にする気にならないかね」

「遠えん慮りよします」

「ふふふ、それでかまわないよ。たやすく他人になびかないところも、また美しい」

「ごちゃごちゃ言ってねえで失うせろ。どうやってここに侵入しやがった。〈衛えい士し団だん〉は何をやってんだ」

　レンが割って入ってくるが、ムカイはきれいに無視して、エイジに向き直った。

「何をしに来たんだ」

　エイジはムカイに訊きいた。心なしか声が冷たい。

　あまり他人を嫌わないエイジだが、なぜかムカイのことは虫が好かないらしい。

　ムカイは愉ゆ快かいそうに目を細めた。

「嫉しつ妬と、不安。おのれの感情のままならなさを知って、大人の階段を上りつつあるね。詠エイ司ジ＝ヴァクスよ、ますます美しくなりたまえ。このムカイのように」

「てめえに若の手本になるような要素なんか一ミリもねえ。寝言が言いたいなら、永久に寝かしつけてやるぞ」

　レンの口調も非常にとげとげしかった。ムカイとは古くからの知り合いらしいが、こちらも絶望的に馬が合わない。

　ムカイはレンをステッキで指し示した。

「真絢＝ラヒリも詠司＝ヴァクスも、どうしてこんな野や蛮ばん人じんをそばに置いておくのか、そこだけが実に解げせないね。愚おろかで粗そ暴ぼうなうえに愛あい嬌きようもない。評価すべき要素なんか一ミリもないだろうに」

　どこかレンと似たようなことを言って、ムカイは帽子のずれを直した。

「いらないものは遠慮なく捨ててゆきたまえ。変革の時は近いのだよ」

「変革……？」

　その単語が、なぜかマーヤの心に触ふれた。あまり好ましい触れ方じゃなかった。いやな予感というのに近い。

「詠司＝ヴァクスよ。約束を覚えているかね」

　ムカイはステッキを右手でくるりとひねった。

　ステッキは古びた羊よう皮ひ紙しに化けた。この魔術師マジシヤンは、手品師マジシヤンでもあった。

　羊皮紙の中央に、焼け焦こげた痕あとが六ろく芒ぼう星せいを描いている。

　それは、秋の〈妖精の棺〉事件で、エイジとムカイが交わした契約の証あかしだった。

　ムカイは策さくをめぐらせて、学院の図書館から、夭よう折せつの詩人として有名な昴スバル＝ムロツキの第一詩集『旧世界』を盗み出した。

　それを返す条件として、ムカイはエイジにこう尋ねたのだ。

　──それは、ヴァクス家の当主が、このムカイに懇こん願がんしていると解釈していいのかね。

　──おれの名前に意味があるなら、好きなようにとってかまわない。

　エイジはためらいなく答えて、謎なぞの契約は交わされた。

　ムカイはエイジの言うことを聞いて、詩集を返した。

　次は、エイジがムカイの命令を聞く番なのだ。

「借りを返してもらおう」

「何をすればいいんだ」

　エイジは淡々と問とうた。

「若、こんな奴との約束を守る必要はありません」

　レンが白い手袋を嵌はめた。臨戦態勢に入った証あかしだった。

「猿は黙っていたまえ。確かに、詠司＝ヴァクスほどの魔力の持ち主なら、一方的に契約を破は棄きできるだろう。だがね、それに伴うペナルティがなくなるわけじゃあない。契約違反の代償を払うのは、周囲の人間だよ。詠司＝ヴァクス以外の誰かに、必ず災さい厄やくが降りかかるようにできているのだ。それが──〈旧魔術〉において、契約するということ」

　ムカイが説明することを、マーヤは理解できた。

　正しい手続きを取らない〈旧魔術〉は、暴発する。火薬や刃は物もののように、ルールを守って扱わなければならないのだ。

「おれは何をすればいいんだ」

　エイジは同じ質問を繰り返した。

「簡単なことだよ」

　ムカイは距離を詰め、エイジの顔を下からのぞきこむようにした。

　そして、ささやいた。

「──『何もしないこと』だ」

「えっ、それって、どういう……」

　ムカイの言葉の意味が、マーヤの頭に染み込んでいかなかった。

　ムカイはマーヤにちらりと視線を投げて、

「言葉のとおりだよ、真絢＝ラヒリ。変革が成なるまで、何もしないで見守っていてもらおう。それがわたしの命令だ。『〈眠り王子〉が眠っていること』──実に簡単だろう」

「おれが何もしないとして──」

　エイジが険けわしい表情で訊きいた。

「きみは何をするつもりだ」

「安心したまえ。きみや真絢＝ラヒリにとっては、むしろ望ましいことだろう」

　ムカイは自信たっぷりに断言した。

「この国は、元通りの姿を取り戻す」

　中折れ帽のつばに手をかけて、押し下げる。

　目が隠れた。

　さらにムカイは帽子を深くかぶった。

　次に起こることをマーヤは予想できた。かといって、驚きが減るわけじゃなかった。

　鼻が、口が隠れた。

　顎あごが隠れ、頭がすっぽり収まっても、帽子のかたちは変わらなかった。

　そのままムカイの身体からだは、小さな帽子のなかに吸い込まれていった。

　石畳に中折れ帽だけが残された。

　マジシャンらしい退場に、周囲からどよめきと拍手が沸わいた。

　エイジは帽子を拾い上げた。

「学院に来るたびに、落とし物を残していく男だな」
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　異変はその日の夜に、さっそく起こった。
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　いきなりマーヤは目覚めた。

　寮りようの自室だ。部屋の中はまだ暗い。

　本来、学院の寮は相部屋なのだが、マーヤのルームメイトは去年の初夏に、『門もんの書しよ』をめぐる悪事に加担して放校されてしまった。そのせいで暫ざん定てい的に、ひとりで住む状態が続いている。

　壁の時計を見た。朝の四時になる少し前だった。

　どうして起きてしまったのか、自分でも不思議だった。昨夜の〈送る夕べ〉で、けっこう疲れているはずなのに。

「……あれ？」

　おかしなことに気づいた。どうして時計の文字盤が読めるのだろう。まだ夜明けには遠い。

　部屋を見回して、気づいた。カーテンの隙間から、薄い光が漏れているからだった。

　マーヤはベッドから出て、カーテンを開けた。

「何、これ……」

　窓の外には異様な光景が広がっていた。

　学院の広大な敷地の中心には、唐から草くさ文もん様ようを施された豪ごう奢しやかつ荘そう厳ごんな時計塔が建っている。中程に〈竜の爪つめ痕あと〉と呼ばれる亀き裂れつが刻まれ、ある種の凄せい惨さん美びを醸かもし出しているそれは、学院のどこからでも見ることができるランドマークだ。

　その塔が光の柱に包まれていた。

　地上と空を繫つなぐように、白い光が垂直に伸びている。

　マーヤの脳のう裏りに、時計塔に関する記憶が閃ひらめいた。

　この〈大戦〉の遺物は、かつて竜の召しよう喚かんに利用されたのだ。

　マーヤは寝間着の上にカーディガンをひっかけ、鞄かばんをつかんで外へ飛び出した。

　石いし畳だたみの道を駆ける。

　月が出ていたが、今こ宵よいはその存在が希薄だった。

　時計塔に近づくにつれて、マーヤは寒気を覚えた。身体の内側がざわざわと痺しびれる。塔を包む光が放つ、巨大な魔力を感じ取っているのだ。

　中央庭園を抜けて、塔の下へ急いだ。

　夜や警けいの衛士たちが数名、すでに駆けつけていた。

「こら、夜間の外出は禁止だ」

「これはいったい……!?」

「帰れと言うのがわからんのか！」

　ひとりが声を荒らげてマーヤをつかまえようとするが、別の衛士がそれを止めた。

「図書局員だ。ぞんざいに扱うと、面倒なことになるぞ」

　どうやら図書館は、学院の警察である〈衛士団〉にとって「面倒」な存在らしい。むっとした反面、なんとなく納得もできた。

「光から魔力を感じます。どんな影響をおよぼすか──」

「それをこれから詳しく調べるところだ」

「わたしにも手伝わせてください」

「図書館には今後、正式に協力を仰あおぐかもしれない。そのときはよろしく頼む。だが、今日は寮に戻りなさい」

　そこまで言われたら、従うしかなかった。

　帰る途中で、マーヤは何度も光の柱を見上げた。

　図書館のほうも見やった。エイジたちは起きているだろうか。

　自分程度の魔術師でも、異状を感じ取って目が覚めたのだ。エイジが気づいていないはずがないのだが。──でも、案外、眠っているかもしれない。

　いつでもどこでもどんなときでも、エイジは眠くなったら寝る。

　膨ぼう大だいな休息が必要なのは〈竜の叡えい智ち〉の管理人が背負った宿命だった。
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　学院の生徒が寮の外に出ることを許されているのは、朝の六時から夜の十時の間のみ。

　時計の短針と長針がまっすぐ並ぶやいなや、マーヤは図書館に向かった。きちんと制服に着替えて、時間が来るのを待っていたのだ。

　学院はにわかにざわめいていた。早起きの生徒、クラブ活動の生徒が、時計塔の光の柱に気づいたのだ。時間がたつにつれて、ますます騒がしくなるだろう。

　並木道を抜けて、図書館の前庭に出る。

　そこで、マーヤは足を止めた。

　詠司＝ヴァクスが、前庭に立っていた。

　朝の凜りんと澄んだ空気が、光の砂を撒まいたように輝いた。どれほど親しくなったって、この美び貌ぼうの魔法に、完全に慣れる日はこないだろう。

「マーヤを待ってた」

「どうして、来るってわかったの」

「きっとマーヤは、朝に来ると思ったから。おれを起こさないように気き遣づかって」

　だから外で、マーヤを待ってた。──エイジは繰り返した。

「おれも大分、マーヤのことがわかるようになってきた」

「そ、そうだね」

　マーヤはもごもごと言った。なんでもない言葉だ。むしろ、嫌いな人に言われたら「わたしの何がわかるの」と思うかもしれない。

　でも、エイジに言われると照れてしまう。

「あれのことで、相談に来たんだろう」

　エイジは時計塔の光の柱を指さした。

　マーヤはうなずいてから、首を傾かしげた。

「あれ、なんか、遠くにも……」

　学院の外、はるか彼方かなたにも、同じような光が天地の間に結ばれているではないか。

　針金のような細さだが、近くで見ればここの光と同じくらい巨大なのだろう。

　二本……三本……

「五本……？」

　この時計塔のものを含めて五本の光が、トーキョーの各地から天に向かって放たれているのだった。

「おう、来てたのか。寝ね癖ぐせも直さないで」

　レンが図書館から出てきた。

「ちゃんとブラシをかけてきました！」

「そうか。寝癖じゃなくて、ただの癖っ毛か。忘れてた。悪い」

「うう……」

　マーヤは髪を押さえて、レンをにらんだ。

　エイジの従者も、マーヤのことをよくわかっている。マーヤの気に障さわることを。今回はわざと言ったんじゃないのが、ますます腹立たしい。

「エイジくん、時計塔の光を調べに行こう」

「だめだ」

　エイジの返事は短かった。

　なんで、と訊きかけて、マーヤは直感した。

「もしかして、ムカイさんの言ってたことって……！」

　あの魔術師は、エイジに「何もしないこと」を命じた。それは、この事態を見越してのことだったのか。エイジは謎の光について調べることができない。

「──あっ!?」

　マーヤは目を凝こらした。

　気のせいではない。光の柱が、少しずつ薄くなっている。

　日の出の時刻を迎えていた。

　朝に溶けてゆくように、光は消滅してしまった。

　三人は黙って、少しの間、元通りの時計塔を見つめていた。
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　正午近くになって、図書館にも少しずつ情報が入ってきた。

　光の柱が出現した正確な地点がわかったのだ。逆に言えば、そんなことすら、伝わるまでに数時間を要したことになる。

「新聞にも載ってねえ。テレビのニュースも無視か」

　レンが眉をひそめる。

「いくらなんでも、まったく扱われないのはおかしいぜ」

「報道規制ですか。どんな権力の介入が、そんな情報操作を可能にしているんでしょうねえ」

　アキラが楽しそうに言って、ティーカップを口元に運んだ。その隣では、エイジが五段重ねのフレンチトーストをもりもりと平らげている。

　悠々とソファに座って紅茶を飲む元図書局長を、レンはじとーっと見下ろした。

「あんた、なんでここにいるんですか。卒業式の意味って知ってますか」

「つれないなあ。ぼくとレンくんの仲じゃないですか」

「どんな仲でもねえだろ」

「書類上は一応、三月末まで学院在籍という扱いなんですよ。あ、お茶、おかわりです」

「自分で注げ」

　拳こぶしを固め、突き出した親指を下に立てて、レンはティーポットを指し示した。単なる罵ば倒とうのサインかもしれないけれど。

　書類上の扱いはともかく、どうしてアキラがいるのかは、マーヤにも謎だった。とっくに寮の自室は引き払ったはずなのだ。なんとなく、彼は未み来らい永えい劫ごうここにいそうな雰ふん囲い気きがある。

　気を取り直して、マーヤはテーブルに広げたトーキョーの地図に目を落とした。

　光柱が立った五カ所に、印がつけてある。

　ひとつはここ、ミナト区シバコウエンのゲオルギウス学院。

　あとの四つは、




　タイトウ区ウエノ恩おん賜し公園

　トシマ区イタバシ東公園

　ナカノ区平和記念公園

　セタガヤ区暁ぎよう界かい高等学校




　以上の場所だった。

「公園が多いですねえ」

「なんか……均等な距離じゃない？」

　地図を見つめていたマーヤは、思いついたことをそのまま口にした。

「──いいところに気づいた」

　エイジが地図を指差した。

「マーヤ、魔術師の目で見るんだ」

「……あっ」

　地図上に浮かんだ図形は、☆。

　五カ所を頂点とした正五角形を描いて、その中の対角線を結べば、星のかたちができあがるではないか。古こ今こんの魔術体系に頻ひん繁ぱんに見受けられる、五ご芒ぼう星せいだ。

「ほほう、もしかしたらこれは……」

　アキラが何かに気づいたらしい。

「あれが役に立ちそうですねえ」

「なんですか、あれって」

「〈ナユタズ・ロスト〉」

　マーヤの問いに、アキラはにんまりと笑った。

　マーヤの先祖、那ナ由ユ他タ＝クチガミが後世に遺のこした四十八冊の稀き書しよ。

　それは、白紙の本〈ロスト〉と、本の〈記述〉を封じた魔ま法ほう石せき〈ジュエル〉に分離されて、国じゅうに散さん逸いつしている。

　失われた〈ナユタズ・ロスト〉を一冊でも多く回収するのも、ゲオルギウス図書館の使命だった。ナユタは大魔術師であると同時に、学院の図書局長でもあったのだ。

「〈ロスト〉も〈ジュエル〉も回収されて、復活が完了している中に、『旧東京霊れい脈みやく図』というものがあります」

「旧東京、霊脈図？」

　旧東京──それは〈戦前〉のトーキョーのことか。

「位い相そう界かい書庫へ降りましょう」

　アキラは腰を上げた。
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　ゲオルギウス図書館の蔵ぞう書しよの中でも、特に貴重なものは、次元の狭間はざまの〈位相界書庫〉に収められている。

　宇宙空間のように、三六〇度、果てしなく闇やみ色いろに塗りつぶされた世界。

　そこに星のように漂ただようのは、書物、巻まき物もの、木もつ簡かん、石せき板ばん──広い意味での〈本〉たちだ。

　その〈本〉のひとつを、アキラは右手で印いんを結んで、手元に呼び寄せた。

　箱に収められた古地図だった。開くと、かなり大きい。

　地形が今とは異なるが、明らかにトーキョーの地図だった。

　複雑な線が細々と引かれている。地メ下ト鉄ロの路線じゃない。下水道かとも思ったが、マーヤはアキラがこれを何と呼んだのかを思い出した。

『旧東京霊脈図』──その土地に流れる霊的なエネルギーの循じゆん環かん経路を示した地図だ。

「〈戦前〉には〈指定緑地〉というものがあったらしい」

　と、エイジが語り始めた。

　エイジは〈竜の叡智〉の管理人。魔術に関する知識は量、質ともに目を瞠みはるものがある。




〈旧魔術〉がわざわざ〈旧〉と呼ばれることなく、日常で利用されていた時代──

　霊脈が二重三重に交差し、大量の魔力を汲み上げられる地点を、この国は〈指定緑地〉として管理し、緊急のときに備えていたという。

〈大戦〉中も、幻生物の召喚場や、魔道兵器のエネルギー補給所として用いられた。

　この国の魔術の強力さを恐れた連合国は、占領統治時代に〈指定緑地〉を封印し、その痕こん跡せきを抹まつ消しようした。

〈緑地〉だった場所には、公園ができ、あるいは学校が建った。




「要するに、魔力の井戸みたいなもんが、各地にあったってわけか」

　レンが腕を組んで言い、アキラが感心したようにうなずいた。

「学院の敷地の中にも〈緑地〉が存在したんですねえ」

　マーヤたちは、光の柱が立った場所に印をつけた現在の地図と、『旧東京霊脈図』を見比べた。

　それはもう、明らかな事実を、念のために確認するだけの作業だった。

　光柱はすべて、もと〈指定緑地〉から発生しているのだった。
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　一同は位相界書庫から、尖塔の部屋に戻った。

「ムカイさんに、もう一度会わなきゃ」

　と、マーヤは宣言した。

「〈指定緑地〉の魔力を解放して、トーキョーに巨大な魔法陣を描く。──それが、ムカイさんの言っていた『変革』と、何か関係があるとしか思えません」

「放ほっとけばいいじゃねえか。やりたきゃお前ひとりでやれ」

　レンがつれないことを言うが、アキラはかぶりを振った。

「その魔術師は、わざわざエイジくんに『何もしないこと』を命令したわけですから。裏を返せば『何か邪魔したくなる』ようなことを企たくらんでいるのでしょうねえ」

「アキラさんの言うとおりだ。もし仮に、あの男が直接関わっていなかったとしても、何か手がかりを知っているにちがいない」

　エイジがアキラに同意して、レンにため息をつかせた。

「若もすっかり赤毛菌に毒されましたね」

「人をバイ菌みたいに言わないでよ」

「マーヤの力になりたいが、今回は単純にはいかなそうだ」

　エイジが思案げに頰ほお杖づえをついた。




　ムカイはウエノにある裏世界で一定の地位を得ている、若き闇紳士だ。一般人に居どころはつかめない。

　ただし、エイジも一般人ではなかった。

　彼は、ヴァクス財団の当主だ。

　ヴァクス財団──エイジが有する〈竜の叡智〉を悪用されないように厳しく管理している団体は、独自の情報網をトーキョーに張り巡らせている。

　財団が力を尽くせば、ムカイを捕まえることは可能だろう。

　なのに、今回はそれができない。

　財団を動かすのは、当主であるエイジが「何もしないこと」に反するのだ。




「あんな紙切れ一枚が、足あし枷かせになるとはな」

　レンが舌打ちした。

「若、別にいいんじゃないですか。あの野郎のハッタリですよ」

「それならいいが、万が一でも、マーヤやレンに不幸が降りかかる可能性は避けたい」

「ぼくになら災難が降りかかってもかまわないというふうに聞こえますが」

　アキラの声を聞き流して、レンはマーヤをつまらなそうに眺めた。

「赤毛が眼鏡を壊すとか、赤毛が腹を壊すとか、その程度じゃ済まねえかな」

「レンくん、〈旧魔術〉をバカにしてるの」

　マーヤもしらけた目で眺め返した。

「何もしない、か……」

　エイジの声に、珍しく苛いら立だたしさが含まれている。

「あの男は賢かしこいな」

「うん……」

　攻撃は最大の防御というが、これはいわば、相手にとって防御が最大の攻撃となっているのだった。

　エイジを封じられたら、マーヤ自身には何の力もないのだと思い知る。

　マーヤはうつむいた。腰こしの鞄かばんが目に入った。

　──こんなんじゃ『門の書』にも、見放されちゃうかも。

　これほどの魔道書になると、本が人を選ぶのだ。

　かつて、図書局員の鐸タク巳ミ＝レイモンの手に『門の書』が渡ったことがある。温厚で有能な局員として近付いてきたタクミの正体は、テロリストの潜入工作員だった。

　奪われた『門の書』は石せき化かして、タクミに悪用されることを拒こばんだ。

　尖塔の部屋は沈黙に支配された。

　今までにない種類の、重い沈黙だった。




「何かお困りのようですわね？　天パーのマーヤさん」




「だからそこに触れないで……って」

　マーヤは顔を上げた。

　沈黙を破って、傲ごう然ぜんとマーヤの前に立つのは、那波＝アングラードだった。
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　ナナミはひとりだった。お供ともを連れずにいるのは珍しい。

「やあ、ナミさん」

「惜おしい！　もうひと息ですわ、エイジさま！」

　呼びまちがえられるのにもすっかり慣れてしまったナナミお嬢さまである。人間の順応力の強さに、マーヤは感心せずにいられなかった。

「ある男の行方ゆくえを知りたいんだけど、手段がなくて困っている」

　エイジの言葉に、ナナミは眉を寄せた。

「よくわかりませんけど、人探しなら、警察を動かせばよろしいんじゃなくって？」

　マーヤは天井を仰いだ。パンがないならお菓子を食べたらいいじゃない、とのたまった古代欧おう州しゆうの女帝とは、たぶんナナミのような人間だったのだろう。

「それができないから困ってるんです」

「ああら、マーヤさんがなんっにもできないのは、別に恥じることじゃなくってよ。ミジンコは自分の小ささを恥じたりしないもの。それは自然の摂せつ理りですわ」

「うう……」

　苛立ちにうめくマーヤから、ナナミはエイジに視線を移した。

「エイジさま」

「うん」

「この子のどこがよろしいの」

「じつは、おれにもよくわからない」

　解釈に困るようなことを言って、エイジは苦笑した。

「その謎を知るために、おれはマーヤといっしょにいたいんだと思う。それは、おれが何者なのかを問うのと等しいことだ」

「マーヤさんとなら、その答えが見つかる？」

　ナナミは重ねて訊いた。真剣な口調だった。

「それもわからない。でも、できることなら、他の誰でもなく、マーヤと見つけたいと願っているよ」

　エイジは穏やかに語った。

　マーヤはエイジの横顔を見つめた。

　身体が汗ばんだ。体温が上がったのは、恥ずかしくなったからだ。

　マーヤとの関係について、エイジがこんなに多くのことを考えてくれていたのだと、気づかずにいた。侮あなどっていたわけじゃない。しかし、心のどこかで、エイジはずっと無邪気で世間知らずな王子さまなのだと、決めつけていたのかもしれない。

　ナナミはこめかみに手を当てて、深くため息をついた。

　それから、レンに呼びかけた。

「電話を貸していただくわ」

「なんでだよ」

「あなたたちにできないことをやってさしあげますわ。自分たちだけがエイジさまの役に立てるなんて、根拠のない思いこみはやめてちょうだい」

「むっ……」

　普段の高慢さとは異なる種類の威い厳げんが、レンに言うことをきかせた。

　マーヤも、亜あ麻ま色いろの巻き毛で飾られた横顔に、素直に見み惚とれた。

　確かにナナミは、この国でもっとも栄さかえている商人の娘なのだった。
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　マーヤたちの当日の外出届が受理されやすいのは、過去に二度、学院の危機を救った実績ゆえだ。

　ナナミが手配してくれた車で、シンジュクの西側に向かった。

　ナナミが数本、電話をかけただけで、ムカイの居場所はたちまち判明した。

　アングラード家がお金を出していない産業は、この国に存在しないのではないか。その威い光こうは絶大だった。

　マーヤは感嘆していた。

「わたしが思っていた以上に、ナナミさんって凄すごい立場の人なんですね」

「そのナナミ嬢と対等に取っ組み合い、エイジくんと親密な関係になるマーヤさんは、もっと凄いですねえ」

「このトラブルメーカー。ここ一年、お前のせいで忙しくて仕方ねえぞ」

　アキラは巻きつくように、レンはぶった切るように、それぞれマーヤを責めたてる。

「レン、アキラさん、マーヤは悪くない。悪いのは運だけだ」

　エイジがマーヤをかばう。かばいきれていないけど。

　車はシンジュクの西側に入った。猥わい雑ざつな繁華街である東側とは異なり、会社や役所のビルが建ち並ぶビジネス街だ。

　要人がよく利用するといわれる老舗しにせのホテルの前で、車は止まった。

「──アキラ局長？」

　マーヤは怪け訝げんな思いで訊いた。

　アキラは車のシートにどっかり陣じん取どり、動く気配がない。

「ぼくは遠慮しておきます。もう卒業生ですし」

「じゃあなんで来たんだ？　バカお嬢さまといっしょに学院で留守番してりゃいいじゃねえか。都合のいいときだけ部外者ぶるんじゃねえ、こら」

「レン、アキラさんを責めるな。いてもいなくても、どちらでもいいだろう」

「あれ、エイジくん、地味に冷淡じゃありませんか？」

　アキラを残し、三人はホテルのロビーに入った。

　場の空気が一変した。

　どんな風ふう体ていの人間が出入りしても慇いん懃ぎんな態度を崩さないはずの、プロのホテルマン、ホテルウーマンたちが、あっけにとられてエイジを見やる。

　レンはさりげなくエイジの斜ななめ後ろに立って、周囲に目を配っている。

　エイジはフロントの中年男性に声をかけた。

「無ム戒カイ＝ヤマザキはいますか」

「恐れ入りますが、お客さまに関することはお答えしかねます」

　ベテランらしきホテルマンは、エイジの美貌に驚いていたが、さすがに接客ルールを忘れることはなかった。

「偽ぎ名めいを使っているかもしれねえが、いんちきくさい派手な格好をした男だ」

　フロントの対応を気にせず、レンが言葉を継ついで、ちらりとマーヤを見た。

「──真絢マーヤ＝ラヒリが来たと伝えろ。きっと会うはずだ」

「ちょっと、レンくん！」

「使えるものはなんでも使う。赤毛もそのくらい役に立て」

　果たして──

　少し待たされたのちに、マーヤたちはエレベーターへ案内された。

　階数ボタンは三十二階まである。だが、通常のボタンの下部に小さな鍵穴が巧こう妙みように隠されていて、フロントマンが開錠すると、三十三階行きのボタンが現れた。

　シークレットボタンというものを、マーヤは初めて見た。映画やテレビドラマの中だけじゃなく、実際に存在するのだ。

　エレベーターの扉が開くと、そこが直接、部屋の入り口だった。

　隠された最上階のスイートルーム。

　マーヤの実家がすっぽり収まりそうなほどだだっ広い部屋の中央で、ムカイはマーヤたちを迎えた。

「ようこそ。ここまで早く見つかるとは、正直言って想定外だったよ」

「ナナミさんの力を借りました」

「なるほど。──アングラードがいたか」

「〈指定緑地〉の光は、ムカイさんがやったんでしょう。そのために、学院の〈送る夕べ〉に交ざったんですよね」

「あの学校が部外者の侵入を許す機会は、それほど多くないからな。それよりも嬉しいぞ、真絢＝ラヒリ。このムカイに会いにきてくれるとは」

「マーヤは訊きたいことがあって来ただけだ」

　と、エイジが代わりに答えた。

「ふむ、きみは真絢＝ラヒリについてきただけか。確かに契約破棄ではないね」

　ムカイは愉快そうにエイジを眺めた。

「あの光に、それほど意味はない。地中の魔力を開放した、ガス抜きのようなものだ」

「じゃあ、あの五点が象かたどる五芒星に意味があるんですね」

「気づいたか。いいぞ、真絢＝ラヒリ。魔術師の眼を着々と養やしなっているな。努力が実を結ぶのは、じつに美しい。改めて言うが、わたしは美しいものを愛する」

　気がつくと、ムカイはマーヤとの距離を詰めていた。油断も隙もない。

　エイジがマーヤの肩を抱き寄せて、ムカイから遠ざけた。

「魔法陣で何をする気だ。竜でも召喚するのか」

「詠司＝ヴァクス、目が曇くもっているぞ。わたしに対する好き嫌いは脇に措おきたまえ。繰り返すが、このムカイはきみたちの敵ではない」

「──続きはわたしが話そう」

　と、この場にいる誰のものでもない声がした。

　マーヤたちは声のしたほうを向いた。

　部屋の左手側、ベッドルームへ続く扉の手前。何もない空間に、線が走った。

　線は人の背丈ほどの長方形を描く。

　その長方形が、ずれた。ドアが開くように。

　空間に生まれた〈ドア〉から現れた人物に、マーヤは息を吞のんだ。

　熙ヒロ斗ト＝マジマ。

　この国の総理大臣だった。
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　伝統的な三つ揃いのスーツをかっちりと着こなして、縁ふち無なしの眼鏡めがねをかけた精せい悍かんな青年。

　紛まごうことなきヒロトだった。

　ムカイが膝ひざを折った。

　片膝をついて、礼の姿勢を取る。上下関係を気にしなさそうなムカイが、そんな行為に出るのは意外だった。

　ヒロトは手で、ムカイに立つように合図すると、まずマーヤを見た。

　エイジと並んでいるのに、先に人に注目されるのは、初めてかもしれない。

　ヒロトの顔に、一瞬、切せつなげな色が浮かんだ。

　──え？
















　と、マーヤが思ったときには、すでにヒロトはテレビや新聞でおなじみの怜れい悧りな表情を取り戻していた。今のは錯さつ覚かくだったのだろうか。

　マーヤの目には、どこか懐かしそうな表情に見えた。

「かけなさい」

　ヒロトはソファを指し示した。

「失礼します。マーヤ、座すわろう」

「う、うん……」

　エイジに促うながされて、マーヤは首相の勧めに従った。

　レンはエイジの斜め後ろに立ったままだ。

　この主従はなんとも思っていないようだが、マーヤは緊張しきっていた。

　──だって、総理大臣だよ？

　卒業式で祝辞を述べていただけでも驚きだったのに、まさか、こうして直じかに対面することになるなんて。

「きみが、ムカイがご執しゆう心しんの子か」

「はえっ」

「はいかいいえかはっきりしろ、こら」

　いつもの調子で、頭の上から罵ののしってくるレンの神経が信じられない。

　ああ、エイジに至っては、さっそく寝ているじゃないか。

「緊張しなくてもいい。きみたちに危害を加えるつもりはない」

　ヒロトの声には、百年も生きたような深みと静かな迫力があった。

「結論から言おう。〈指定緑地〉を利用した魔法陣は──祝福だ」

「しゅく……ふく……？」

　マーヤは首を傾かしげたくなった。

「いくつかある〈指定緑地〉の中でも、ウエノとシバコウエンはとくに強力だ。魔法陣の中央は、完璧な霊的防御を果たした聖地となる。そこは、トーキョーが〈戦前〉の魔術都市の姿を再生する拠きよ点てんなのだ。トーキョーは──永遠に栄え続ける都となる」

　ヒロトの話はめまぐるしくて、理解がなかなか追いつかない。

「魔術都市って──でも〈旧魔術〉は法律で規制されています」

「では尋ねよう。魔術は悪いものか」

「いや、悪いというか……法律で……」

〈旧魔術〉の扱いは、薬や拳けん銃じゆうに似ている。

　病院で治療目的に許されている麻酔薬も、病院の外に持ち出せば禁制の麻薬となる。警官が所持するピストルを、一般人が手に入れれば即逮捕だ。

「──それに、濫らん用ようはいけません！　魔術は使い方が難しい。悪用したほうも、その身を滅ほろぼします」

「そう。使い方が難しいからこそ、きちんと学ぶことが必要だ。しかし、いまこの国でそれができるのは、ゲオルギウス学院や、一部の研究機関だけだろう。なぜ、隠されなければならない。この国の力を殺そごうとした、連合国側の事情でしかないだろう」

　ヒロトの双そう眸ぼうは、まっすぐにマーヤを射いていた。

　弱じやつ冠かん二十九歳でこの国の頂点に立つ男の眼がん力りきに、マーヤは身がすくんだ。

　肩がこわばり、喉のどが渇かわく。

「もうひとつ──疑問に思ったことはないか。なぜこの国は、国民の苗みよう字じが外国の借り物なのだと」

「それは……そういうものだから……」

　マーヤの言葉はしぼんでいった。そんなあやふやなことしか言えない自分が、ひどい愚おろか者になった気がするからだった。

　疑問に思ったことはなかった。生まれたときから、こうだったから。

　この国古来の響きを持った姓は〈和名〉と呼ばれて珍しがられる。そういえば、ムカイとヒロトはそれぞれヤマザキ、マジマと、和名の苗字だ。

「これもまた、連合国が、この国のアイデンティティを失わせようとした証拠だ。〈大戦〉から百年が経った。百年も経ったのに、なぜこの国は、過去への尊敬が許されない」

「──っ!?」

　声にならない声が漏もれた。

　マーヤは無意識のうちに、腰こしの鞄かばんに触れていた。

　過去への尊敬。

　それは『門の書』の冒頭にナユタの直じき筆ひつで記しるされた、子孫へのメッセージの一節だった。

「朽くち神がみ那な由ゆ他たが望んだのはこんな国だと思うか、末まつ裔えいの少女よ」

「総理!?」

　緊張を驚きが塗り替えて、マーヤは思わず立ち上がっていた。

「あなたは、何者なんだ」

　マーヤの横で、声がした。

　エイジが目を覚ましていた。

「おやおや、詠エイ司ジ＝ヴァクスは世せ情じように疎うといようだね。この国の首相を知らないとは」

　ムカイが肩をすくめる。

「顔と名前は知っている。だが──」

　と、エイジは繰り返した。

「あなたは、何者だ」

　ヒロトとエイジが、お互いを見つめる。

　ふたりを隔へだてる空間が、ぐにゃりとねじれた。──そうマーヤには感じられた。

　息いき詰づまる数秒間だった。

「──わかるのか」

　ヒロトが口を開いた。

「見た目どおりの年齢でないことは」

　エイジの言葉に、ヒロトはちらりとムカイを見た。

「確かに彼らに、隠し事は通じないらしい」

「そう思いましたので、部屋に招きました。とくに真絢マーヤ＝ラヒリには、直接ヒロトさまより話していただくのがよいと考えましたので」

　ムカイの物言いには、本物の敬意が籠こめられていた。

　どこでどう知り合ったのかはわからないが、この魔術師の背後に総理大臣がついていることは、もはや疑うたがう余地がなかった。

「わたしとナユタはゲオルギウス学院の同級生だった」

　ヒロトが無む造ぞう作さに言った。

　それが本当なら、百二十歳を超えている。

　マーヤとレンは、ヒロトの顔をあらためて観察した。

　無駄な行為なのは最初からわかっていた。どう見たって、公称通りの青年だ。

　エイジだけが、納得したようにうなずいた。

「〈旧魔術〉には延えん命めいの呪じゆ法ほうがある。不老不死はこの世界の理ことわりにあまりにも反しているが、どちらか片方なら、まったくの不可能じゃない」

　どちらか。つまり、不老か不死。

　ブードゥー魔術におけるゾンビのような状態も、不死は不死だ。それを〈生きている〉と呼べるかどうかは別にして。

　ヒロトは不老のほうを選んだということか。

「完全な不老ではないが、肉体の老化速度を下げることは可能だった。わたしは十八歳のときに、呪法〈イドゥンの林りん檎ご〉を行こう使しした。それからは、十年で一歳ほどしか歳をとらない」

「なんであんたが首相になれたのかわかったぜ」

　レンが低い声で言った。

「実はあんたが最年長の政治家。政界の影かげの長老さまだ。長い年月をかけて、自分の立場を固めてきたんだな」

「レンくんって柄がらは悪いけど頭はいいよね……」

「それで褒ほめてるつもりなら、赤毛もすっかり頭をやられてるな」

「ヒロトさまの前で口を慎つつしめ。ここから放り出すぞ」

「うっせえよ、国の犬が」

　ムカイとレンはお互いを汚いもののように見て、そっぽを向いた。

　ふたりは、トーキョー西部の無法地帯〈租そ界かい〉で育った旧知の仲だという。昔から反そりが合わなかったのは、現状を見れば明らかだ。

「首相」

　マーヤの声はかすれた。

　ひとつだけ訊きかなければ、と思った。

　ヒロトは再び、マーヤに視線を据すえた。

「首相はさっき、過去への尊敬と言いました」

「ああ」

「首相は、ナユタと、同じ方を向いているのですか」

〈大戦〉を境に、人間たちに愛あい想そを尽かした幻げん生せい物ぶつたちは、生まれ故郷の幻げん域いきへと帰っていった。竜も妖よう精せいも、かつて人界に存在したのだ。今のマーヤはそれを知っている。

　竜と友だちだったナユタ。

　彼女が末裔に望んだのは、幻生物と人間の絆きずなを修復することだった。

「首相が思い描いている国の姿は、ナユタの思いと重なりますか」

　ヒロトは答えず、宙に向かって、ドアノブをまわすような仕し種ぐさをした。

「──すまない。時間だ」

「待って！」

　空間に〈ドア〉が開いた。

　そこに滑すべり込む寸前、ヒロトはひと言──

「似ているな、あいつに」

　そう言い残して〈ドア〉を閉めた。

　首相がこの部屋にいた痕こん跡せきは、ひとつもなかった。

　あいつ、という響きが、マーヤの耳でしばらく揺れていた。

　ナユタを、あいつと呼んだ。そのとき首相は、見た目どおりの若者だったころの自分に、一瞬、戻ったのではないか。

　根拠はないが、そんなことを思った。
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「と、いうことだ」

　ムカイが話を補足した。

「そこの眼鏡猿が〈眠り王子〉に仕つかえているように、このムカイはヒロトさまを主と見定めているのだよ。この国は実質的に、いまだ連合国の影響下に強くある。ヒロトさまは、この国の真の復興を願って延命し、機が熟じゆくしたと見て、首相におなりになったのだ」

「そうだろうか」

　エイジがつぶやいた。

　ムカイが眉をひそめた。

「詠司＝ヴァクスよ。真絢＝ラヒリを愛するわたしのことを警戒するのはわかるが、それでヒロトさまの真意まで疑うのは、美しくないんじゃあないかね」

「本当に彼のことを理解していると、言い切れるか」

「もちろん、このムカイに全すべてを見せてくれているとは思わんよ」

　ムカイはあっさりと認めた。

「そんな浅い男が一国の首相にはなれまい。だがね、男の美しさとは、細かい考え方が異なる者同士でも、ひとつの志こころざしのもとにわだかまりなく集まれることじゃあないか。ヒロトさまが目指す〈永遠の都〉の姿は美しい。わたしは美しいものを信じる」

「きみはどこか、おれに対するレンと似ているな」

「若わか！」

　レンが悲鳴をあげた。

「お言葉ですが、それは若の思い違いです。こんなのと似てるだなんて冗談じゃない」

「このムカイこそ心外だぞ、詠司＝ヴァクスよ！」

　ムカイも声を荒らげる。

「レンも、おれのことを高く買いすぎるところがある。ありがたいことだが、そのおかげで見えるものが見えなくなることもあるんじゃないか」

「ふむ……聞くべき価値のある言葉だね。心に留とめておこう」

　ムカイは一応、エイジを立てて見せたが、ヒロトへの忠誠は揺らがないだろう。

「繰り返す。変革を恐れるな。黙って見守りたまえ」

「──マーヤ、レン、帰ろう」

　エイジがソファから腰を上げた。

「話は終わったみたいだ。帰っておやつにしよう」
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　マーヤとヒロト首相が対面した翌日から、新聞やテレビで〈謎なぞの光の柱〉について報じられるようになった。

　マーヤには想像もつかない世界での根回しが済んで、報道規制が解とかれたようだ。得体の知れない現象に対して、その正体を追求する声は、皆かい無むといってよかった。

　何かのはずみで地下にわずかに残ざん留りゆうしていた魔力の、最後の放出。

　ただそれだけのこととして説明されている。川にアザラシが流れ着いたとか、季節はずれの花が咲いたとか、そういう珍ちん事じのひとつにすぎない扱いだった。

　光柱を「邪神復活の予兆」と崇あがめめ奉たてまつる奇怪な宗教が暴動を起こして、警察に掃そう討とうされるといった事件はあったが、数日もすると、みんな忘れてしまった。





　──生活ってやつは、マーヤが思うよりずーっと重たいもんさ。生活に追われる大人たちの生きざまを、つまんないと思うのは若さの特権だろう。でも、あまり馬鹿にしすぎるんじゃないよ。駄目な大人ってのは、それが理由で駄目なんじゃないんだ。






　祖そ母ぼの言葉を思い出す。おばあちゃんも「大人」の側だからそういうことを言うんだと、聞いたときはピンとこなかったが──とりあえず害も益えきもない光の柱に、いつまでもかかずらっていられるのは、世をすねた宗教家もどきくらいなのだろう。

　なるほど、学生のマーヤだって忙しい。魔術の勉強、学校の勉強、図書館の勉強。春休みも勉強ばかりだ。

　それでも、寮りようの部屋でひとり過ごすとき、エイジについて思いを馳はせることはある。自分の先祖のことを考える時間も。

　那由他＝クチガミ。

　ゲオルギウス図書館の図書局長にして、稀き代だいの大魔術師だった天才少女。

　幻生物の王──竜と友だちだったのは知っていたけれど、なんと、若かりしころの現首相とも交流があったのだ。そう考えると、歴史上の偉い人じんみたいな存在だった。

　──ナユタとヒロト首相は、恋人同士だったのかな。

　いろいろと想像してしまう。
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　異変が起きたのは、光の柱が消失してから九日めの正午だった。

　五ご芒ぼう星せいの中心にあたる場所は、霊的に祝福された聖地になると、総理大臣は言った。

　地図で見ると、シンジュク区のほぼ中央。

　官庁街や繁はん華か街がいからは外れた、住宅街だ。

　そこから黒い雲が湧わき出てきた。

　雲は直径三百メートルほどの半球を形成して、一帯を覆おおった。
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　マーヤはそれを、寮の談話室のテレビで観みた。

　上空から撮影されたシンジュクは、禍まが々まがしい腫しゆ瘍ように冒おかされているように映った。

　黒こく雲うんは渦うずを巻いて、何者の侵入も許さない。強引に突入しても、無限の闇が広がっているだけらしい。魔術的な結界と思われた。

　マーヤは寮を飛び出して、図書館の尖せん塔とうに急いだ。

　エイジの部屋に入った瞬間、目を疑った。

　部屋の主とその従者の他に、予期せぬ人物がいたからだ。

「そんな、どうして……!?」

「学院の正門に転がり込んできたのを〈衛えい士し団だん〉がとっ捕つかまえて、連絡が来た。そんなの車道に放り出せばいいと言ったんだが、若のお慈じ悲ひで身み柄がらを引き取ったんだよ」

　傷だらけのムカイが、ソファにぐったりと埋うずもれていた。

　服は擦すり切れ、ほころび、帽子がなくなって、髪は乱れ放題。あちこちから出血し、顔色は紙のようだった。あの伊だ達て男おとこが、こんな酷ひどい格好を人にさらすなんて。

　ムカイは今まで見たことがないような暗い表情を、マーヤに向けた。

「すまない、真絢＝ラヒリ。このムカイが、見事に謀たばかられた」

「謀られた……？」

「あれは──混こん沌とんの雲だ」
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　──三時間前。

「どういうことか、説明していただきたい」

　ムカイはヒロトを問い詰めた。

　内閣総理大臣官邸の一室である。

　ヒロトはムカイを見なかった。少し顎あごを上げて、虚こ空くうを見つめていた。

「あの一帯は霊的エネルギーの充電を終えて、祝福された聖地になるはずだった。これでは逆の話だ」

　集まったエネルギーが変換されて、邪悪なものになっている。

　いや、邪悪というのとも違った。そこに善悪の意思はない。

　ただの圧倒的な──混沌。

　こんなことのために、ムカイは〈指定緑地〉を廻まわって、霊脈を刺激したのではなかった。

「ヒロトさまを……信じていました」

　ムカイは絞り出すように言った。

「〈租界〉の野の良ら犬いぬの群れの中で一生を終えるはずだった子どもに、生きてゆく意味を与えてくれたあなたを。わたしに魔術の才を見いだし、それを活いかす生き方を教えてくれたのは、何だったのですか」

　尊敬する者へ、己おのれの存在意義を必死に問うひとりの青年が、そこにはいた。マーヤたちの知らない無ム戒カイ＝ヤマザキだった。

　ウエノに拠点をかまえ、表に出せない汚れ仕事に手を染めた。稼いだ金は巡り巡って出で所どころを書き換えられて、ヒロトの政治活動の資金源となった。

　美しい国を復興するために。

　しかし、今、トーキョーの真ん中に生まれた混沌の雲は、歪ゆがんだ国を打ち壊して、永遠の都を築くためのものじゃない。全てを吞のみ込んで無に帰きすだけのものだ。

「最初から騙だますつもりだったのか、わたしの気づかないうちに変節したのか、それはもう問題じゃあない」

　ムカイはヒロトを指差した。その目には鬼おに火びが揺れていた。

「あなたは──このムカイの心を裏切った！」

「おまえに……」

　と、ヒロトは疲れたように言った。

「おまえに、わたしの絶望などわかるまい」

　拳銃を構えた屈強な男たちが、部屋に雪な崩だれこんできた。ヒロトの警護人だ。

　ムカイを扇おうぎ状じように取り囲んで、銃口を向ける。この近さなら撃うち損じることはない。

　帽子を深くかぶり直して、ムカイは顔を隠した。

　今の自分の表情は、きっと美しくないだろうと思ったからだった。

「これが……答えなのですね」

「確保しろ」

　ヒロトは短く命じた。
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　その闘たたかいの結果が、今の無む惨ざんなムカイの姿だった。

　時間と記憶を操る〈旧魔術〉の達人ならば、包囲を突破することは簡単なはずだ。しかしその技術は、みなヒロトから教わったもの。弟子はまだ、師し匠しようを超えてはいなかった。

　ヒロトによってことごとく魔術を封じられたムカイは、学院に逃げこむのが精一杯だった。

「──まったく美しくない。滑こつ稽けいすぎて、かえってすがすがしいほどだよ」

　ムカイは自じ嘲ちようした。

「詠司＝ヴァクス、きみの言うとおりだった。わたしは、わたしの理想をヒロトさまに重ねるあまり、ヒロトさまの変化に気づかなかったのだろう。とんだ愚か者だ」

「人が人を信じることを、おれは愚かとは思わない」

　エイジは静かに言って、ムカイをはっとさせた。

　ムカイと犬けん猿えんの仲であるレンも、何も言わずにいた。

「──だからといって、マーヤは渡さない」

「いまはそういう話じゃないと思うよ……」

　マーヤは額を押さえた。

「ふふふ、きみも心配性だね。いいぞ。恋を知って弱くなるのは、人間の醍だい醐ご味みだ」

　ムカイは右手をひとひねりした。例の羊よう皮ひ紙しが現れる。

「このムカイだけでは、ヒロトさまを止められない。きみの〈竜の叡えい智ち〉を貸してくれ」

　羊皮紙が火を噴ふいて、あっという間に燃え落ちた。

　ムカイが契約を破は棄きしたのだ。

「そして真絢＝ラヒリ、魔術師としてのきみにもお願いする。トーキョーを、救ってくれ」

　それは、命令じゃなかった。ムカイはエイジとマーヤに向かって、深々と頭を下げたのだ。

　美しくない行為を嫌う男が、プライドを捨てた。自分の失敗の後始末を、他人に頼んだ。

「断ると、どうなる」

「混沌の雲はしだいに大きくなって、いずれトーキョー全体を吞み込むだろう。そのとき、すべての歴史は無へと回帰する。壊れるのではない。無くなるのだ」

　もはや、古きよき時代のトーキョーを復興するという話ではなかった。再構築するにしても、現状を維持するにしても、その対象となるトーキョーそのものがなくなる危機なのだ。

　マーヤはエイジを見やった。

　エイジもマーヤを見ていた。

　言葉を交わさずとも、すでにお互いの心は決まっているのだとわかった。

「やろう、エイジくん」

「マーヤはそう言うと思っていた」

　エイジは微笑ほほえんだ。

　そんなふうに微笑まれることが、マーヤにはとても誇らしかった。不安が薄れてゆく。勇気が湧いてくる。それはエイジにしか使えない魔術だった。

「本当にすまない。このムカイが至らないせいで──」

「もう、いいんです。悔くやんでもしかたがない。それよりも、協力して先へ進みましょう」

　マーヤが明るく言うと、ムカイはようやく、いつもの艶つややかな笑みを口元に浮かべた。
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　マーヤたちは車で、混沌の雲が渦巻く一帯へと向かった。

　二台分の長さがある、豪華なストレッチ・リムジンは、ヴァクス財団の運転手であるナグモが走らせている。男という以外、年齢も顔もいっさいわからない。ドアの開け閉めはレンが行うので、姿を見せないのだ。

　ロッポンギ、アオヤマを通過して、ヨツヤに出た。

　黒雲の周辺は、ことごとく立入禁止となっていた。渋じゆう滞たいが激はげしい。

　非常事態だから、当然と言えば言える。しかし、黒雲に近づくことを許さないのは、警察の検けん問もんではなかった。

「軍……!?」

　マーヤは車窓から封鎖の状況を見てとって、鳥肌が立った。

　道幅いっぱいにバリケードを築いて、来た車に小銃を突きつけて追い返しているのは、この国の軍隊の制服を着た男たちだった。

「あんなの贋にせ者ものじゃねえのか」

　レンが訝いぶかしげに眉を寄せたが、ムカイは首を振った。

「ヒロトさまが百年をかけて築いたものを、甘く見ないことだ。この国のあらゆる層に、ヒロトさまに従う者は存在する」

「どうする、マーヤ」

　エイジはマーヤに訊きいてきた。

「むりやり進む方法は、いくつもある」

「行こう」

　マーヤは即答して、

「ムカイさん」

　と呼びかけた。

「あれ、できませんか」

「アレとは何かね。ぼかして言わねばならないようなことかね。たしかに、わたしは詠司＝ヴァクスができないようなキスの仕方も知っているが」

「バッカじゃないの！」

　真っ赤になってマーヤは怒ど鳴なったが、ムカイは余裕じみた顔を崩くずさない。さっきまでの憔しよう悴すいも、みんな演技だったんじゃないかと疑ってしまう。

「マーヤ……おれじゃ不満だったのか」

　エイジもエイジだ。ムカイといっしょにいると、いつもの瓢ひよう然ぜんとした姿勢が失われて、拗すねたような気配を漂ただよわせるのはなぜだろう。

「不満なんかないよ！　──って、レンくん!?」

　レンがおもむろに右手でマーヤの肩を押しながら、左手で車のドアを開けようとする。

「なんでもねえよ。黙ってろ」

「なんでもなくないよね！　わたしを車から突き落とそうとしてるよね！」

「レン、マーヤは悪くない。おれの技量不足が原因だ」

「だから不足はないってば！」

「案じるな、詠司＝ヴァクス。何もかもなくした哀あわれなわたしに、真絢＝ラヒリを手に入れる資格はないよ。このムカイがふたたび美しさを取り戻すまでは、きみに遠えん慮りよしておこう」

「できれば永遠に遠慮していてくれないか」

「正直な男だな。それはきみの美徳ではあるが、もう少し強がりも覚えたまえ」

「うう……」

　マーヤはこめかみを押さえてうなだれた。

　真面目に聞いていると頭がひび割れそうな会話だ。

「エイジさまに、たくさんのお友だちとかわいらしい恋人ができて、うれしく思います。ヴァクス家の当主である前に、エイジさまはひとりの若者なのですから」

　仕切り壁の向こう側で、ナグモ運転手がしみじみと言った。

「ありがとう、ナグモさん」

「とんでもないことでございます」

「あのー、話を戻していいですか」

　マーヤはおそるおそる言った。このリムジンの中では、マーヤのほうが場の雰ふん囲い気きを読めていないような気持ちになる。
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　ヤスクニ通りの交差点を封鎖していた兵士たちは、仰ぎよう天てんした。

　一台のリムジンが反対車線に飛び出し、逆走して突っ込んでくるではないか。

　彼らはれっきとした軍人だった。まさか、この異常現象の黒幕が総理大臣だとは思ってもいない。任務に関しては、こう知らされている。

　──〈大戦〉時に設置された巨大魔法陣が暴走した。黒雲の中心から半径五百メートル以内を封鎖せよ。混乱に乗じて暴動を起こそうとする者が現れたら、ためらいなく排はい除じよすべし。

　リムジンの暴走は、まさしく「混乱に乗じた暴動」以外の何物でもなかった。

　兵士たちの判断は早かった。

　自動小銃が乱射された。

　車は蜂はちの巣すになって動きを止めるはずだった。

　しかし、弾は当たらなかった。外れたのではない。跳はね返したのでもない。車をすり抜けて後ろへ飛んでゆくのだ。

　勇ゆう敢かんを通り越して無む謀ぼうな若い兵士が、車の前に飛び出した。身を投げ出して止めるつもりだった。

　リムジンはためらいなく兵士に向かって直進した。

　まさか、人も突き抜けるとは。

　幽霊みたいな車に、鍛きたえられた兵士たちも本能的な恐れを抱いた。轢ひかれる危険がないことが、かえって恐怖を与えたのも、皮肉な話だった。

　バリケードを跳ね飛ばして、リムジンは封鎖を突破した。

　正体不明の高級車を、兵士たちはぼうぜんと見送った。幽霊を相手にする訓練は受けていないのだった。
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　マーヤの提案とは、ムカイの〈旧魔術〉を行使して検問を突破することだった。

　ムカイはリムジンのシートに手をつけて、思し念ねんを凝こらした。

　時間操作の魔術が、車をまるごと包みこんで、目的を果たした。

　四十八分の一秒だけ、過去に存在をずらす。ここにいるように見えるけれど、それは残像。実際にはここにいない状態なのだ。──相変わらず、わかるようなわからないような理屈だが。

　リムジンを降りて、一同は黒雲の中へと足を踏み入れた。

　マーヤの視界が閉ざされた。

　夜の闇の暗さとは違って、紫むらさきがかっている。

「うっ……」

　マーヤはうめいて、自分の肩を抱きしめた。

　手足が鎖くさりを巻かれたように重たくなったのだ。

「マーヤ、魔力で防御するんだ」

　横からエイジの声が聞こえた。次ついで、手を握られた。

「うん」

　繫つないだ手に安心しながら、マーヤは呼吸をととのえた。身体からだを清浄なエネルギーが巡って、内側から不快感を跳ね返すイメージを思い描く。

　しだいに、手足が軽くなっていった。

「上手だ。よけいな力みがない」

「ありがとう」

　エイジに魔術を褒められて、最近はようやく、素直に喜べるようになってきた。

「王子は姫を甘やかすばかりではないのだね。自分の身はあえて自分で守らせる。美しい恋人同士の営いとなみだ」

「お前はいちいちうるせえんだよ。負け犬らしく端はしっこでじっとしていやがれ」

　いつも通りのレンとムカイのいさかいが聞こえる。

　この三人は特に気き張ばることもなく、暗雲の影響をまったく受けていないようだ。それぞれ常人ではない。

「でも、どうしよう」

　このまま動いても、はぐれてしまう。

　その時だった。

　紫の闇に、刃は物もので引いたような白い線が生まれた。

　縦たてに引かれた線が、太さを増してゆく。

　こんな現象を、マーヤは最近、目にした覚えがあった。シンジュクの高級ホテルで。

　闇に、どこかへの入口が現れた。

「おれたちは歓迎されているらしい。──行こう」





[image: ]






　通路の延長のような、細長い部屋だった。

　左右の壁が、床から天井まで、びっしりと本棚で覆われている。ざっと見ただけでも、収められた本の種類は多彩だった。

　部屋の奥に、書斎の主が座っていた。

　熙ヒロ斗ト＝マジマ総理。

　ただ座っているだけで、王のような貫かん禄ろくが波動となって伝わってくる。マーヤの足が無意識のうちに止まっていた。

「来たか。──〈竜の叡智〉を宿す者、そして『門の書』を継つぐ者」

　延命の呪法〈イドゥンの林檎〉を用いて、青年の姿のまま百二十年以上を生きた、ナユタの知人である。エイジとマーヤの正体を知っていてもおかしくなかった。

「余裕こいてねえで、おれのことも勘かん定じように入れな、おっさん」

　レンの不ふ遜そんさが、ここでは頼たのもしかった。

　対照的に、ムカイの表情が余裕を失なくしている。
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　本がひとりでにめくれてゆく。

　一枚めくれるたびに、そこに書かれた言葉が光の粒と化して舞い上がり、魔力を秘めた宝石に吸い込まれる。

　それは本から〈記述〉のみを分離する魔術だった。

　鍵と鍵穴のように、決まった組み合わせでなければ、記述が喪うしなわれた本は元に戻らない。

　図書館の局長室で、朽くち神がみ那な由ゆ他たは〈本〉と〈記述〉の分離に精を出していた。

　かたわらにはふたつの木箱があり、それぞれに、白紙となった本と、記述を蓄たくわえた宝石がしまわれている。分離が終了した分だ。

　遠くで雷かみなりのような音がとどろいた。今日の天気はいい。落らく雷らいよりも強力な、魔ま導どう砲ほうが発射された音だろう。東京湾は科学兵器と魔術が交こう錯さくする戦場だ。

　ナユタは避ひ難なんもせず、黙々と作業を続けていた。顔に悲ひ愴そう感かんはない。子どもが積み木で遊ぶように、楽しげですらあった。

「まわりくどいことを」

　あきれた風な声が天井から降ってきた。

　声の主は遅れて現れた。ふわりと床に着地する。

　怜悧な風ふう貌ぼうの少年は、ナユタの同級生の真ま島じま熙ひろ斗とだった。まだゲオルギウス学院に残っている、数少ない学生のひとりだ。大半は実家に戻るか、地方へと疎そ開かいするなどして、戦火から少しでも遠ざかろうとしている。

「位い相そう界かい書庫にまとめて転移させれば済むだろう」

「それじゃ、だれかに見つけられたら終わりだもん」

　ナユタはヒロトを振り返って口をとがらせた。

「こういうアナログなやりかたが、いちばんまちがいないんだよ」

　あははっ、とナユタは笑った。



















　ヒロトはため息をついた。愛情交じりのあきらめが含まれたため息だった。

「わたしが死んでも、本は残るから」

　ナユタはあっけらかんと言った。

「本は凄すごいよ、ヒロくん」

　ヒロトをこんなふうに呼ぶのは、学院のなかでもナユタただひとりだ。幻生物ともてらいなく友だちになる少女にとって、人間との距離などゼロに等しいのだろう。

　そんな気安さを、自分のような少年にも鬱うつ陶とうしいと思わせないところが、ナユタの最大の魔術ではないかとヒロトは思う。

「もっと本を読みなよ」

「必要な書物は読んでいる」

「魔術書とか法律書とか、知識を得るためのものばっかりでしょう。それも大事だけど、きみには人生に無駄がなさすぎると思うけどなあ」

「ナユタ」

　と、ヒロトは、本の〈分離〉作業にいそしむ少女に呼びかけた。

「ほんとうにいいのか」

「なにがー？」

「隠いん遁とんなどする必要はない。戦えばいいだろう。おまえにはそれだけのちからがある」

　戦況は、悪あつ化かの一いつ途とをたどっていた。

　魔術のちからが無む尽じん蔵ぞうであり、幻生物は永えい劫ごうに人間の味方であるという、根拠のない愚かな驕おごり。──それが、この国の敗北を早めた。所詮は小さな島国なのだ。連合国に勝てるわけがなかった。

　幻生物は人間に失望して、彼らの世界〈幻域〉へ帰ってしまった。

　連合国の支配下におかれるこの国に、魔術師の居場所はなくなるだろう。

　ナユタは最初から戦争に反対していたが、それは国の反感を買い、結局、いっさいの権力が彼女をかばわないという、悲しい結果を生んだだけだった。

「ヒロくんはどうするの」

「〈イドゥンの林檎〉」

　ヒロトは延命の呪法の名前を挙げた。

　ナユタは手を止めてヒロトを振り返った。

　ナユタの興味を引くことに喜びを感じる自分の心を、ヒロトは努めて意識しないようにしてきた。だからいまも、ことさらに冷めた表情を維持した。そんな、少年らしいちっぽけな見栄も、この少女なら見透かしているかもしれないが。

「おれは生きる。生きて、この国を復興させる」

「そっか」

　ナユタはうなずいた。

「たぶんそれは、ふつうの寿じゆ命みようじゃ足りないものね」

「目先の生活の保ほ障しようのために、ひとまず連合国の統治に屈することは止められまい。この国の誇りのために、民に飢うえて死ね、凍えて死ねとは言えない」

「ヒロくんはいい政治家になるよ。でも、ヒロくん自身はつらいだろうねえ」

　つらいだろうと言いつつ、ナユタの唇には、ひとを試すような微笑が浮いている。バカにしているのではない。そんな「愚かな生き方」をえらぶヒロトへの信頼が生む、親しみの現れだった。

「経済的に復興の兆きざしが生まれたら、少しずつ、連合国の支配から脱しなくてはならない。おれの試算では四世代、優に百年以上かかるだろう……」

　ヒロトの拙つたない理想を、ナユタはうんうんと聞いてくれた。目指すところは違うけれど、ヒロトとナユタは同じ地平で話ができる、魔術の徒だった。
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「やはり、似ているな」

　ヒロトは述じゆつ懐かいした。

　それは、エイジの精神の奥底に眠る〈竜王〉にも、かつて言われたことだった。ナユタを知る者にとって、マーヤはその末裔だと、ひと目でわかるらしい。

「ナユタと友だちだったというのなら、総理にはわかるでしょう。ナユタは混沌への回帰なんて望まなかったはずです」

「総理、か」

　ヒロトは自分を嘲あざけるようにつぶやいた。

「マーヤ──と呼ばせてもらおう。マーヤ、きみは新聞やテレビのニュースを観て、こう思ったことがないか。『だれが総理大臣になったところで、脱だつ税ぜいや汚お職しよくはなくならないし、この国がよくなってゆく兆しも見られない。政治家なんてみんな同じだ』と」

「〈租界〉の人間はみんなそう思ってるよ、おっさん。横の田舎いなかホストはうまいこと騙だまくらかしたみたいだが、おれは騙されねえ」

　ヒロトは吠ほえるレンを正視した。

　とくに凄すごんだわけではない。

　しかし、レンは口をつぐんだ。エイジ以外は人を人とも思わないところのあるレンが、気け圧おされた。

　熙斗＝マジマの、百年以上を生きた存在感のなせる業わざだった。

「政治家というのは、なんとなくなろうと思ってなれるものではない。志こころざしを抱いてなった者のほうが多いはずだ。──だが、現実は違った。ありとあらゆる人間が、わずかな既き得とく権けんを守るために好き勝手なことを言う。ハンドルが百個ついた車が、まっすぐ進むと思うか？」

　ヒロトの声が、次第に熱を帯びてきた。

　マーヤだけじゃなく、ムカイもじっと耳を傾けている。おそらく、ヒロトを裏から支えてきたこの魔術師も、初めて聞くような吐と露ろなのだろう。

「皆によって選ばれたはずのリーダーが、ありとあらゆる束そく縛ばくを受けて、言いたいことのひとつも言えない。それがこの国の構造だ。わたしの試算が甘かった。百年では、この国は変わらなかった。悪くなったかもしれん」

「ならば、もう百年かければいいではありませんか」

　ムカイが必死に訴える。

「必要ならば、このムカイも延命の呪法を使いましょう。必ず──ヒロトさまと同じ思いを抱く者は、必ずいるはず。いつか変化は起こるはずです」

「それが、若さか」

　ヒロトの表情が、いとおしいものを見るように、わずかに和なごんだ。

「人間の寿命は、やはり神の下した適切な処置なのだ。たとえ肉体が老いなくとも、精神の疲労は確実に折り重なる。人間の精神は二百年を生きるようにはできていない。わたしは──疲れた」

　疲れた。その言葉には、決して一いつ時ときの気分ではないものが籠こもっていた。

　正直に言って、マーヤは共感していた。ヒロトの実感を否定する資格など、自分にはないと思った。

　百年がんばっても、夢が叶わない。

　それは紛うことなき、絶望、だ。

　マーヤが眩暈めまいを感じたときだった。

　背中にそっと触ふれる手があった。

　マーヤはかたわらのエイジを見上げた。

　ヒロトの絶望に感応して、しおれかけたマーヤの心。──それを支えるように、エイジはマーヤの背中を押しながら、ヒロトをまっすぐ見据えた。

　その美しさ。

　ムカイではないが、美しいということが、これほどの絶対的な価値となって顕けん現げんするとは。人それぞれだとか、好みがどうだとか、あらゆる相対化を卑ひ小しような言い訳にする、根源的な美しさがそこにはあった。

「ならば、静かに滅びればいい」

　エイジがはじめて口を開いた。

「背負えない荷物は静かに降ろせばいい。ヒロトさん、違いますか」

「わたしが敗者なのは認めよう。しかし、こんな生ぬるい世界を認めるわけにはいかない。魔術の徒として、それは許されない。ひとりの負けた男のエゴと糾きゆう弾だんされようが、いまのこの国は、トーキョーは──ただの贋物だ」

「そんなこと言わないで！」

　マーヤの喉と口が勝手に動いた。

　勝手に、一歩前に踏み出していた。

　エイジの手の感触が背中に残っていた。レンとムカイの見守るような視線も、感じた。

「この街は、あなたやナユタが望んだ形をしてないかもしれない。でも、でもここは──わたしが生まれて育った国なの。わたしとエイジくんが出会った街なの。わたしだけじゃない、みんなが泣いたり笑ったり、よろめいたりして、それでも生きている……」

　一度深く息を吸い込んで、マーヤは言い放った。

「いまわたしたちがいるトーキョーを、贋物だなんて呼ばせない！」





[image: ]






　ヒロトが何かを言いかけて、口を半開きにし、また閉じた。

　そんなヒロトの表情を、マーヤは初めて見た。若き首相は、ためらいを決してマスコミの前では見せなかったのだ。いつも、すべては予想の範囲内という風ふ情ぜいだった。

「百年に一度の名めい科白ぜりふだな、赤毛。もう思い残すことはねえだろ」

　レンがいつもの調子で言う。それがひねくれた賞賛であることは、マーヤにもわかった。

「ふふふ、真絢＝ラヒリ！　本当にまばゆく美しいな、きみの魂たましいは！」

　ムカイが元気を取り戻して、こちらもムカイらしい褒め言葉。

　そして、エイジだが。

　いい子だな──などと言ってくれることを、密かに期待していたが、エイジはなにも言わなかった。目を閉じて、うつむく。

　何か、後先を考えなさすぎることを言って、エイジを失望させたのか──と、不安になりかけた瞬間。

　ふわり、と。

　エイジの腕が翼のようにマーヤを包み込んだ。

　視界をエイジの胸元が占めて、マーヤの内ない臓ぞうがギュッと縮まった。

「ちょっ……！」

「マーヤは、おれにはもったいない恋人だ」

「あ、あの、それ、わたしの科白……」

「おれが独り占めしてはいけないのだろう。でも、おれは──マーヤ、聞いているか」

「はいっ!?」

「おれは本当に、マーヤを独占していてもいいのか」

　切なげにささやかれて、マーヤは一瞬だけ、前後の脈絡をいっさい忘れた。世界に自分とエイジしかいなくなった。

　エイジの鈍にぶさは、もはや罪だと思った。

　返事の言葉は喉につかえて、すぐに出てこなかった。だから、代わりにマーヤも、エイジに腕を回して抱きしめた。

「エイジくんがいるから──わたしは、まちがったことと戦える、勇気が湧いてくる」

「そうか」

　マーヤは首を上に曲げた。

　エイジは安心したように頰をゆるめていた。

　マーヤが護まもりたいのは、トーキョーとかこの国とかではなく、エイジの微笑みなのかもしれないと思った。

「離れろこら」

　ぱーん！　と小気味いい音が鳴った。

「あいたっ!?」

　レンにお尻を蹴け飛とばされて、マーヤは憤ふん怒ぬの形ぎよう相そうで振り返った。

「何するの！　信じられない！」

「信じられねえのはこっちだ！　百歩譲って、せめて人目を忍しのんでやれ！　恥知らずな女に若は任せられねえぞ！」

　レンの文句も今日は正しかった。

　マーヤは「うう……」とうめいて黙るしかなかった。

「ふふふ、無邪気な悪魔め。このムカイを嫉しつ妬とさせて手のひらで転がそうというのだな」

「そんな気はまったくありません！」

　ムカイはマーヤの反論を意に介さず、さらにこんなことを言う。

「無自覚だからこそ、きみは美しいのだよ。真の悪魔は天使の顔をしてやってくる」

「マーヤを悪く言うな」

　と、エイジがムカイをにらんだ。

「ただ少しだけぼーっとしていて、恋愛に疎いおれを自覚なしに翻ほん弄ろうしては大いに困らせるだけだ」

「ムカイさんと同じこと言ってるよね、それ！」

　こんな空から騒さわぎを見て、ヒロトが何を感じたかはわからない。

　無言で椅子から立ち上がった。

　その場のみんながヒロトに注目した。

　よく言えば自由闊かつ達たつ、悪く言えば野の放ほう図ずなこの少年たちに、動作ひとつで注意を引きつけるものを、確かに若き首相は備えていた。

　──こんな凄い人が、うまくいかなくて絶望する「政治」って、何なんだろう。

　それは、どんな〈旧魔術〉よりも複雑怪奇な代しろ物ものなのかもしれなかった。

「マーヤよ」

　ヒロトは静かに言った。

「このトーキョーを護ると、言ったな」

「……言いました」

　お腹にちからを籠めて、マーヤは答えた。

　気合を入れないと、ヒロトの眼力だけで屈してしまいそうだ。

「ならば、この混沌の黒雲をどうする」

「それは……」

「ええい、めんどくせえ！」

　マーヤを押しのけて、レンが床を蹴った。

　すばらしい跳躍から、得意の跳び蹴りを放つ。

　ヒロトは右手を小さく動かした。それ以上の動きは、マーヤに視認できなかった。

　レンがいきなり、車に撥はねられたように真後ろへ吹き飛んだ。

　空中で身体の向きを入れ替え、手足をついて着地したが──

「がはっ……」

「レンくん!?」

　血を吐いて、その場にうずくまった。

　車に撥ねられた以上の、凄すさまじい衝撃がレンを蝕むしばんだのだ。

「どんな〈旧魔術〉を!?」

「いや、古流武術の返し技だ。相手の攻撃の威力を倍増して反射させる。ヒロトさまは生身の戦闘にも長たけているのだよ」

　ムカイの解説には、そのつもりはないかもしれないが、感嘆の響きがあった。裏切られてもやはり、長年慕したってきた主なのだ。

「答えを持たないか。ならばトーキョーより一足先に、原初の混沌に還かえるがいい」

　ヒロトが右手を頭上に掲かかげた。

　手のひらから凄まじい思念が放出されるのをマーヤは感じた。

　左右の壁を埋める本棚──そこに収められた本の隙すき間まから、黒いものがもやもやと染み出してくる。

「──邪じや影えい兵へいか」

　エイジが厳きびしい声でつぶやいた。

　黒いうごめくものは、等身大の人間を形作って、五体、十体と舞い降りてくる。

「マーヤ、こっちに来るんだ」

　エイジがマーヤの手を引いて、自分の背後に導いた。

「ほう、知っているのかね、詠司＝ヴァクス」

「〈旧魔術〉によって、邪気を集めて意思を与えた妖怪だ。だが、これは──」

「ご明めい察さつ。邪気の変わりに、混沌で練りあげた特別製だよ。触れれば、吞まれる」

　ムカイが前に出た。

「このムカイに任せて逃げたまえ」

「そんな！」

　マーヤは首を振った。

　全てを信用できるわけじゃない。しかし、ムカイは敵ではないのだ。

「わたしもいっしょに──」

「真絢＝ラヒリ！」

　ムカイの激した声に、マーヤは身がすくんだ。

「きみにとっての勝利は、ヒロトさまを殺すことではない。トーキョーを護ることだろう。混沌に対抗する術すべを、那由他＝クチガミは遺のこしているはず。それを探したまえ」

「ムカイさん……」

　マーヤは声を詰まらせた。

「行こう、マーヤ」

　エイジのその言葉には、素直にうなずけなかった。

「でも──」

「おれがあの男でも、同じことをする。あの男がおれなら、やはりこうするだろう」

「ふふふ、美しい者は美しい者の考えを知るということだね」

　ムカイの軽口に、エイジは真剣なまなざしで答えた。

「──すまない。頼む」

「頼まれよう」

　はっとして、マーヤはふたりを注視した。

　そのとき確かに、エイジとムカイの間には、ある種の感情が流れていた。友情ではない。仲のよしあしは関係なく、ひとつの使命を共有する男たちの、共感だった。

　──マーヤを護り、トーキョーを護る。

　ムカイは邪影兵と向き合った。

　その数は爆発的に膨ふくれ上がっていた。百体以上はいるだろう。

　部屋の左右いっぱいにひしめいている。

「──行け」

　ヒロトが短く命じた。

　邪影兵の群れが津つ波なみのように殺さつ到とうした。

「混沌を止めるのだ、真絢＝ラヒリ！」

　ムカイが結界の壁を作って迎え撃つ。

　エイジとレンに背を押されて、マーヤは出口へと走った。

　部屋を出る間際に、振り返った。

　マーヤの目に映ったのは、結界を破る勢いで押し寄せる邪影兵の集団を、ムカイがひとりで押さえこんでいる光景だった。

「走れ、赤毛！」

　レンにどやされて、マーヤはふたたび駆け出した。涙が出そうになるのを、眉み間けんに力を入れてこらえた。
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　黒雲のドームの外まで、邪影兵は追ってこなかった。

　息を切らして、マーヤは手近な建物の壁にもたれた。肺が痛い。頭がくらくらする。

「混沌を止めるったって、何をどうすりゃいいんだ」

　レンがぼやいた。

「混沌の反対の言葉は、秩ちつ序じよか」

　エイジの言葉に、ようやく呼吸を整えたマーヤは考えこむ。

　漠ばく然ぜんとした手がかりだ。秩序、と言われても。





　──ひとりで考えたって、どうしてもわからないものはわからない。だから、世界には自分以外の人間がいるんだよ。自分のことなんかちっともわかってくれない、うざったい他人ってやつが、必要な答えを持っている。だから世界はめんどくさい。だから世界は、おもしろいのさ。






　祖母の教えも、今回は、意識の表面を上うわ滑すべりするばかりだった。

　頼れる人には頼っている。ナナミにも、ムカイにも。これ以上どうしたらいいのか。

「おばあちゃん……」

「なんだい」

　思わず漏れたつぶやきに返事があって、マーヤは仰天した。

　振り返った先には、ヘアバンドを巻いてトランクを引いた老ろう婆ばがいた。小柄な身体から、みずみずしい生命力が発散されている。

「おばあちゃん！」

「だから『なんだい』って訊いてるのさ」

　マーヤは駆け寄って、祖母に抱きついた。

　文フミ世ヨ＝ベルナールが、ほぼ一年ぶりにこの国へ帰還したのだった。
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「帰国したら、なにやらとんでもないことになってるね」

　そう言ってから、フミヨはエイジとレンをしげしげと見た。

「いい面つら構がまえじゃないか。きれいなのは金髪のほうだけどね、ふたりとも魂たましいは鋼はがねだ。で、どっちだい、マーヤ」

「ど、どっちって」

「どっちがおまえの男だと訊きいているのさ」
















「なっ……!?」

　マーヤは顔を真っ赤にした。単刀直入にもほどがある。

「天てん秤びんにかけている途中かい」

　フミヨはひっひっひと意地悪く笑う。

「マーヤ……」

「エイジくん、その哀しそうな目はなんなの!?」

「ほう、きれいなほうか。面めん食くいだねえ、おまえ」

　もうマーヤに言葉を返すだけの元気はない。意識が遠くなりそうだ。

「マーヤのおばあちゃんですか」

「そうだよ」

「詠エイ司ジ＝ヴァクスと申します」

　ていねいにお辞じ儀ぎするエイジを、フミヨは興味深そうに眺めた。

「ヴァクス──そうか、ヴァクス財団の当主かい。うちの孫が世話になってるね」

「はい、マーヤの世話は大好きです」

「確かにお世話になってるけど！」

　エイジの返事もどうかと思う。

「じゃあ、この王子さまにお土産みやげをやろうかね。──すぐに必要になりそうだ」

　フミヨはカートから拳こぶし大の石をふたつ取り出した。

　澄んだ桃色をした石の正体が、マーヤにはすぐにわかった。

　それは〈ナユタズ・ジュエル〉──那ナ由ユ他タ＝クチガミが遺のこした稀き書しよの〈記述〉を封じこめた宝石だった。

「この国から流出して、ある小国の国王の手に渡っていたものを、なんとか譲ゆずり受けてきたのさ。意外と早く済んでよかったよ」

「じゃあ、今回の旅の目的って──」

　世界を巡り巡って、この〈ジュエル〉を持ち帰るためだったのか。

「ありがとうございます、マーヤのおばあちゃん」

　エイジはうやうやしく受け取った。
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　学院に戻るリムジンの中で、マーヤはフミヨにことのあらましを説明した。

　ムカイのこと、ヒロトのこと、混こん沌とんの黒こく雲うんのこと。

　話を聞き終わると、フミヨはこう言った。

「あれがどんな本の〈ジュエル〉か、知りたくないかい」

「えっ──うん、知りたいけど……」

「『創世記述』」

　フミヨはさらりと口にした。

　ソーセーキジュツ──マーヤの脳内で、どんな字を書くのかすぐに思いつかなかった。

　だが、エイジの表情はこわばった。畏い怖ふのそれに近かった。何事にも動じないエイジが、これほどの反応を示すとは。

「──現存したのですか」

「だからこそ〈ナユタズ・ロスト〉には法外な価値があるのさ」

　にやりと笑う自分の祖そ母ぼこそ、マーヤは畏怖すべき存在だと思った。

「『創世記述』は〈旧科学〉と〈旧魔術〉の精せい髄ずいだよ。この世界がどうやって創られたのか書いてある。正確にいえば、その理論が」

「それを読めば、だれでも神さまになれるってことですか」

　レンもさすがに、フミヨの風格を肌で感じ取ったらしく、ぞんざいな口は利きかない。

「理論は理論さ。実証できる者はこの世界にも──幻げん域いきにも存在しない。箱みたいに分厚い説明書を一冊、ポンと渡されて、さあここに書いてある機械を作れったって作れるかい？　技術も要いる、材料も要る、人手も要る」

「だけど……説明書は、できたんだ」

　世界の創り方。それは数学か、理科か、それとも哲学か。

　学院の授業についていくのも必死なマーヤには、もはや理解の外である。

「ああ。そうらしい」

「らしい、って」

「中身を読んで、生きていた者がいないからさ。『創世記述』は五百年まえ、この国の知性を代表する百人が結集して書かれたと伝えられている。そして、その全員が自害したとも」

「自害……!?」

　禍まが々まがしい挿話エピソードに、マーヤは言葉を失った。

「それは、人間にはあまりにも過ぎた代しろ物ものだったのだろうさ。〈旧科学〉と〈旧魔術〉の衝しよう突とつと融ゆう合ごうから生まれる、一億分の一の確率の奇跡。自分たちが起こしてしまった奇跡のとんでもなさに、精神が耐えられなかった。その伝説が『創世記述』の信しん憑ぴよう性せいを保証した」

「世界創世という究極の秩序も、不完全な人間にとっては、自らを滅ほろぼす呪いと同じですか」

「そういうことさね。ナユタはどうして破は棄きしなかったのか」

「いつか必要になると、予想していたのでしょう」

　エイジとフミヨは、話が通じ合っているようだ。

「確かに、原初の混沌とやらを鎮しずめるのなら、この魔書を使うしかないだろう」

「肝心の〈ロスト〉は、どこに」

「それが問題でねえ」

　フミヨは顔をしかめた。

「帝国図書館の禁書庫、さ」

　確かに、そこには宇宙創世の秘密さえ眠ると言われている。

　──ただし、もし実在するならば。

　図書館に携たずさわる者の「そんな神秘の書庫があったらいい」という憧れが生んだ、ただの空想にすぎないという意見も多い。

　しかし、文フミ世ヨ＝ベルナールは、存在するものとして語った。

　ならば、マーヤにとっては真実だった。祖母は、知らないことを知っているかのような噓はつかない。

「ヴァクス財団の手回しで、なんとかならないかい」

「やってみましょう。──レン」

「はい」

　レンは自動車電話の受話器をつかんだ。

　各所に連絡をとり、禁書庫への入場許可をとりつけようとする。

「……文部省とコンタクトが取れたようですが、向こうはすっとぼけています。そんなものは存在しない、と」

「電話を替わっておくれ」

　フミヨは、ヴァクス財団の役職者を中継ぎにして、文部省職員と電話を繫つないだ。

「もしもし、文世＝ベルナールと申します。ブラウン大臣にお取り次ぎ願えますか。……いいから伝えなさい。菊きく丸まる＝ブラウンに話がある」

　途中で語調を変えて、フミヨは官僚を脅おどす。

「赤毛、お前のばあさん、何なに者もんだ」

　レンが小声でマーヤに耳打ちした。

「わたしだって、びっくりしてるよ」

　祖母は夫のベルナール元公こう爵しやくを早くに亡くして隠居生活、母は降こう嫁かしてサラリーマンの家庭に入り、マーヤは上流階級とは無縁に育った。祖母が未いまだにこれほどの人脈を持っているなんて、孫のマーヤは知らなかったのだ。

「この女の人が、おれのおばあちゃんになるのか」

　エイジがよくわからないことをつぶやく。

　マーヤがきょとんとしていると、エイジは顎あごに手を当てて考え込んだ。

「マーヤのご両親にも挨あい拶さつしないといけないな。『娘さんをぼくにください』と土ど下げ座ざして追い返されるのが一般的な儀礼だと、本に書いてあった」

「エイジくんは読む本をもう少し選んだらいいと思う……」

　やっと意味がわかって、マーヤは眼鏡めがねをはずしてこめかみを揉もんだ。どうもエイジは、恋愛とか結婚とかに対して、非常に限定されたイメージを抱いているようだ。

　じゃあマーヤにどんなイメージがあるのかと問われれば、エイジとそんなに差はないかもしれないけど。

「思い上がるんじゃないよ、この！」

　ふいに電話中のフミヨが怒ど声せいをあげて、マーヤをぎょっとさせた。

「お前はあの首相の破滅願望に肩入れしているのかい。世界なんか混沌に吞のまれてしまえばいいと！　違うだろうキクマル、目先の保身しか考えていないんだろう！　小学校のころからなんにも変わっちゃいないね。この国がなくなっちまったら元も子もないんだよ。お前が判断できないなら、できるやつを呼んできな！」

　フミヨは受話器を耳から離して、深いため息をついた。

　どうやら、文部大臣と小学校の同窓生らしいが、それだけで直接、話ができるわけじゃないだろう。フミヨだからできたのだ。マーヤがあまり知らない、元貴族としての祖母の姿だった。

「だめだね。官庁の機能が麻ま痺ひしている。ヒロト首相にひっかきまわされてバラバラだ。みんな、自分がどうしていいかわからなくて、おろおろしているんだよ」

　これが、ヒロトが絶望した理由かと、マーヤはおぼろげながら察した。

　ヒロトに従うでもない、反抗するでもない。さまざまな力関係に縛られて、政治家も官僚も、何も行動できずにいるのだ。

　マーヤだって、小中学校では「仲良しグループ」というものに属したり、時には弾はじかれたりしていたが──その延長でしかないのか、この国を動かす人たちは。

　それからもフミヨは、レンと協力し合ってあちこちに連絡し、相手を諭さとしたり一いつ喝かつしたりして、どうにか目的を果たすことができた。

　帝国図書館の禁書庫に入る許可が下りたのだ。

　リムジンはナガタチョウへと進路を変えた。
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　帝国図書館は、ナガタチョウ──国会議事堂のそばに位置する。

　混沌の雲は、その影響範囲を少しずつ広げていた。

　リムジンを降りたとたん、例の手足が重たくなる感覚にとらわれ、マーヤは思し念ねんを凝こらして混沌の影響を防いだ。いますぐ命に関わるような状態ではないが、ひどく消耗する。空気が薄い山の上を歩くようなものだ。

　それでも図書館は、いつも通りに開館していた。

「人は日常を捨てられないものさ。その日常の強さが、ひどく邪魔なときもあれば、心の支えになるときもある」

「いまは……支えのほうだね、おばあちゃん」

「行っておいで。話は通じているはずだ」

「うん」

　フミヨを車内に待たせて、マーヤ、エイジ、レンは、図書館に入った。

　初老の館長自らが、マーヤたちを出迎えてくれた。

「噂うわさは聞いておりました。あのナユタの子孫がゲオルギウス学院に入学して、図書局員になったと。──はじめまして、後輩」

「館長も、学院の出身なんですか！」

　人と人は、どこで繫がっているか、わからないものだ。

　──だからこそ、一いち期ご一いち会えという言葉があるんだろうな。

　そう思った。一回きりの出会いが、どんな別の出会いに結びつくかもしれない。

「『門の書』はお持ちですか」

　館長に訊かれて、マーヤは腰こしの鞄かばんから『門の書』を取り出した。

　満足そうに館長はうなずいた。

「けっこうです。それが禁書庫を開く鍵となるでしょう」

　館長に案内されて、マーヤたちは帝国図書館の地下通路に足を踏み入れた。
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　どこをどう歩いたのか、思い出せない。角かどを十個は曲がったと思う。

　気がついたら、マーヤは巨大な壁の前に立っていた。

　館長ともレンともいつの間にかはぐれてしまい、かたわらにはエイジだけがいた。

　不思議と不安はなかった。マーヤが帰れば、きっと再会できるだろう。

　学院にも〈迷いの森〉という場所がある。森のほうが、来る者を選ぶのだ。

　──わたしは、選ばれてばかりだ。

　先祖に選ばれ、『門の書』に選ばれ、そしてエイジに選ばれた。

「受け身の人生かも、わたしって」

「そんなことはない」

　冗談めかして言ったら、意外と強い口調でエイジに否定された。

「マーヤは運命に立ち向かって、切り開いてきた。おれにはなかった姿勢だ。マーヤは戦うことを自分で選んできたんじゃないか。おれは知っているよ。マーヤがいつだって、がんばっているのを」

　エイジはマーヤに口づけた。

　初めてのキスではない。でも、いきなりだったので、マーヤは硬直した。

「ちょ、ちょ、なにを」

「キスだけど。いやだったか」

「いやとか、そういうことじゃなくって」

「いとしさが募つのったら、こうするものじゃないのか。またおれは間違えたか」

「えーと、間違っては、ないと、思うけど」

　だんだん、エイジのほうが恋愛に慣れてきたような気がする。

　マーヤはいつまでたっても、エイジの言葉や行動にどぎまぎしてばっかりだ。

　気持ちをあらためて、マーヤは眼前の壁と向き合う。

　平凡な壁だ。しかし、マーヤにはわかった。魔力の残ざん滓しみたいなものが、湿った空気に溶けている。ここが入り口という匂いがする。

　マーヤは『門の書』を開いた。

　エイジは黙って、マーヤを見守ってくれる。信頼がうれしい。

　マーヤは呪文を唱えた。




　幻域よ

　果てしなき世界の向こう側よ

　真絢マーヤ＝ラヒリの名において願う

　人界に門を開きたまえ




　壁に穴が穿うがたれる。

　大きさが足りない。まだだ。ぐっと精神を集中させる。

　風で下からあおられたように、マーヤの赤い髪がふわりと浮いた。

　穴は拡大して、マーヤとエイジが並んで通れるくらいになった。

　ふたりはうなずき合って、穴をくぐり抜けた。

　禁書庫が伝説と化していた理由──

　人界ではなく、幻域に禁書庫は設けられているのだった。
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　マーヤは小島に立っていた。

　一周するのに三分とかかるまい。

　晴れている。

　空に三つの太陽が浮かんでいる。月のような衛星の類たぐいかもしれない。ともかく、肉眼で視みえる巨大な光星が三つ、地上を照らしている。

　島の周りは雲の海だ。水の代わりに、白い煙がたちこめている。

　ここは空の上なのか。わからない。とりあえず、呼吸が苦しいということはない。

　これが、初めて訪れた幻域だった。

　小島の中央には巨大な塊かたまりが鎮ちん座ざしている。

　幅一メートル、高さ五メートルほどの、金属の塊だ。表面には無数のケーブル、ランプ、ボルトが付いていて、グロテスクな内ない臓ぞうのようだ。

「〈旧科学〉の遺産……？」

　マーヤは首をひねった。




　魔術ほど劇的な衰すい退たいではないが、〈大戦〉後、この国は発達した科学も奪われた。

　外国より三十年遅れていると指摘する学者もいるが、その意見が広く届くことはない。たしかに、この国はいまだ、連合国の統治下にあるのかもしれない。

　ヒロト首相が百年をかけても。

　暴走した彼を「弱い」と断じる資格など、マーヤにはこれっぽっちもないと思う。

　ただ、まちがっていると思うことをまちがっていると訴えるだけだ。

　マーヤはまだ、大人じゃないから。

　許せないものは、許せない。それだけで突っ走るしかなかった。




　前衛的なオブジェを思わせる巨大コンピュータに、エイジは近づいた。

　マーヤもエイジに倣ならって、コンピュータの表面を観察した。

　何をどうアクセスしたらいいのか、さっぱり見当がつかない。

　この中に、おそらく莫大な量のデータが収められているのだろう。エイジの脳に〈竜王〉スカーウェイドの叡えい智ちが収められているように。

　それが、禁書庫の蔵書の正体だった。

「これも〈本〉なんだね……」

　マーヤは〈旧科学〉のデータ保存マシンを見つめた。

「〈ロスト〉は、この機械に移されているのだろう。マーヤなら呼び出せる。さあ」

「うん」

　マーヤは鞄から、ふたつの〈ジュエル〉を取り出した。

　そして〈記述喪失〉を回復する呪文を詠唱する。




　我ら、さまよう愚ぐ者しやに叡智を、正しきしもべに導きを

　那由他＝クチガミの末まつ裔えい、真絢＝ラヒリの名において請こう

　失われし記述よ、在あるべき器うつわに還かえらん




　コンピュータが地鳴りのような音を立てて起動した。

　ランプがちかちかと瞬またたく。マーヤの目から見ても、それは古めかしいＳＦ映画のような光景だった。もしかしたら、単に造った者の趣味かもしれない。

　これも〈本〉ならば──本を愛する者は、過去への尊敬を忘れないはずだから。

　機械の下部で、鳩はと時ど計けいのようにカパリと小窓が開いた。

　マーヤは〈ジュエル〉をかざした。

　魔法石は光の川を吐き出した。

　小窓がぐんぐん〈記述〉の奔ほん流りゆうを吸い込んでゆく。

　底なしの勢いだ。どれほどの量の〈記述〉が封印されていたものか。

〈記述〉を全すべて解放した〈ジュエル〉が、砂団子みたいに崩くずれるまで、数分を要した。

　やがてコンピュータの小窓から、文庫本よりもまだ小さな本が排出された。

「これが……『創世記述』？」

「意外だな」

　エイジの言うとおりだった。『門の書』と比べると、ずいぶん簡素な本だ。

　マーヤは不審に思いながら、布装丁の小型本を手に取った。

　その瞬間──全身の血液が右手を伝って本へ流れ込んでゆくような感覚に捕らわれて、マーヤは朦もう朧ろうと立ち尽くした。

「どうした、マーヤ──マーヤ？」

　エイジの声がひどく遠くに聞こえた。

〈ナユタズ・ロスト〉ほどの本ならば、もはや一個の強大な魔道具と均ひとしい。しかも、今回はいわくつきの一冊だ。

　わかっていたはずだが、見た目の軽さが、マーヤの油断を生んだ。

　マーヤはすっかり「創世記述」に魅了されてしまった。

　それは悪魔の魅了だった。執筆者が全員自害したという魔書が、人間の知識欲に訴えかける、死の誘惑だった。

　マーヤはふらふらと本を開いた。

　最初のページの文字が目に入るや否や、マーヤは頭が爆発したような激痛に襲われた。

　──「創世記述」が圧あつ縮しゆく魔ま道どう言げん語ごで書かれていることを、誰も知らなかった。

　世界というものの組成を、文字と数式で表すのだ。ふつうに書き残しては、何百万ページをかけても足りない。だから、古代の学者たちは科学と魔術を結集して、一文字が一万字分の情報を含む言語を開発した。

　それで綴つづられた文章を何の備そなえもなく読むことは、ヒトが海を飲み干し、山を食らい尽くそうとする行為に均ひとしい。

　マーヤの脳は超絶の負ふ荷かに、一瞬で焼き切れた。

　最さい期ごに何かを考える暇もなく、マーヤは死亡した。
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　マーヤは目を開けた。

　エイジに肩を抱えられていた。

「〈運命の修正〉──なんとか間に合ったか」

　美び貌ぼうには心からの安あん堵どがにじんでいた。

　自分はどうして眠っていたのか。覚かく醒せいしたての頭を、マーヤは必死に働かせた。

　エイジの目が、緋ひ色いろに染まっていた。

　その背後の空には、太陽が三つあった。

　──ここは幻域……帝国図書館の禁書庫！

　マーヤはがばりと身を起こした。

「わたし──いったい!?」

「マーヤが『創世記述』を読んで死ぬという運命は、無限に近い選択肢の中でも、それほど多い割合ではなかったらしい。だから、なんとか数秒前の運命に遡さかのぼって、マーヤが生きるという選択肢に修正できた」

「運命の選択肢を──修正？」

　エイジの説明はよくわからなかったが──とにかく、エイジが〈竜の叡智〉を駆使して、マーヤを生き返らせてくれたことはわかった。

　エイジの瞳が、もとの色に戻った。

　顔色が冴さえなかった。〈叡智〉の発動は、エイジに多大な負担をかける。まして〈運命の修正〉などという高等魔術を使ったのだ。その疲労は計り知れなかった。

「──おれの心は、醜みにくいな」

　エイジのまなざしに、ふと、翳かげりが差した。

「あの男にこの〈旧魔術〉は使えるだろうか。時間を操れるなら、その先の運命を操る魔術にも手が届いていておかしくない」

　なるべく考えないようにしていたムカイのことを、マーヤは思い出した。胸がじくじくとうずいて、叫びだしたくなる。無事でいてほしい。

「だが、おれは──おれだけがマーヤを救えればいいと、そんなふうに思ってしまったよ」

　エイジは哀しそうに苦笑した。

「エイジくん──」

　マーヤは引き寄せるようにして、エイジを強く抱きしめた。

　エイジは恋を知らなかった。もちろん、嫉しつ妬ととか独占欲とか、恋についてまわる負の感情も知らなかった。生まれてはじめて抱いたであろう負の感情に、自分で傷ついているのだ。

　やさしいから、自分が許せないのだ。

　そんなエイジが、マーヤにはたまらなくいとおしかった。

「わたしが好きなのは、あなただよ。わかって」

「この戦いが終わったら──もっとわからせてくれ」

「うん」

　エイジの口づけが降ってきた。

　マーヤは目を閉じて受け入れた。
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　マーヤたちはようやく学院に戻ってきた。

　混沌の雲は、一見、変化がないように見える。そんなわけがないのに。

　大きさは変わらない。──つまり、密度が高まっているのだ。

　風船のごとく破裂するときは、そう遠くないだろう。

　炸さく裂れつして広がる混沌に吞み込まれたら、トーキョーは神話以前の状態に回帰してしまう。そうなる前に「創世記述」を混沌の発生源にぶつけて、相そう殺さいする。

　それがマーヤの役目だった。

　たぶんヒロトにとって、自分が滅びるのも世界が滅びるのも、大差はないのだろう。

　マーヤはどちらもいやだった。世界は続く。そしてヒロトも、生きてゆくべきだ。

　気持ちは逸はやるが、一晩きちんと休んでから、ふたたび黒雲の内側に赴おもむくことになった。

「長い一日だったね」

「しっかり寝ておけよ、赤毛。お前はふつうの状態だってぼーっとしてるんだからな」

「はいはい、わかりました！」

　レンに投げやりに答えるマーヤに、エイジが手を差し出してきた。

「マーヤ、『創世記述』を預かろう」

「あっ──うん、そうだね」

　鞄から豆本を出して、エイジに渡した。

　万が一、またマーヤが本の魔力に抗し切れなかったら、今度こそ死の運命は変えられないだろう。エイジなら、まず屈することはない。

　フミヨも、学院に一泊することになった。

　学院は厳格な全ぜん寮りよう制せいだ。生徒の祖母の宿泊など本来なら許されないが、トーキョー全体が混乱していて、治安が悪くなっている。夜に帰るのは危険ということで、〈衛えい士し団だん〉によって特例が認められたのだった。

「マーヤ、先に戻っていてくれ」

　と、エイジが言った。

「マーヤのおばあちゃんと話がしたい」

「名前で呼んでくれないかね」

「失礼しました。──フミヨさん」

　フミヨの名前は一発で覚えたようだった。那ナ波ナミ＝アングラードには「エイジに名前を覚えてもらえない呪い」でもかかっているのだろうか。

「マーヤが小さいとき、どのくらい愛らしい子だったのか、聞かせてくれませんか」

「ちょっと、何言ってるの」

　慌てるマーヤに、レンは舌打ちした。

「満まん更ざらでもねえ顔しやがって。よっぽど過去の自分に自信があるらしいな」

「そんな顔してない！」

「マーヤは照れ屋だな。だから、席は外してくれてかまわない。気にせず休んでくれ」

「気になるよ！　どんな話をされるかわからないのに」

「若わか、お茶をふたり分、ご用意します」

「うん。頼む」

　どう考えてもエイジとフミヨの分だ。マーヤは除外されている。

　結局、マーヤは先に帰されてしまった。レンはともかく、エイジがマーヤの意思に沿わないことをするのは珍しかった。よほどフミヨの話に興味があるらしい。

　十五分ほど経って、フミヨが寮の部屋にやってきた。

　マーヤはすかさず祖母を問い詰めた。

「何をしゃべってきたの」

「お前が小学生のときの初恋の話を前菜程度に聞かせてあげたよ」

「それが前菜!?」

　マーヤはベッドに倒れこんで身み悶もだえした。それ以上は訊くのが恐ろしい。
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　次の日、マーヤは朝の七時すぎに目覚めた。

　気持ちが昂たかぶってなかなか寝つけなかったが、とにかく横になって目を閉じた。眠りは意外とすぐに訪れたらしい。身体からだは正直だ。密度の濃い一日に、消耗していたのだろう。

　祖母の姿はなかった。すでに、図書館に向かっているのか。

　マーヤは身み支じ度たくをした。

　腕には図書局員の腕章。腰の鞄には『門の書』。

　準備が整うと、気持ちが引きしまった。悪くない緊張だと思った。

　寮を出て、図書館へ。

　トーキョーに、平穏を取り戻す。──決意を籠こめて、マーヤは歩を早めた。
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　図書館の尖せん塔とうには、フミヨがいた。

「おばあちゃん、おはよう。──エイジくんとレンくんは？」

　ソファに座すわる祖母は、無言でテーブルを指差した。

　書き置きがあった。




『置いていったことを、きっと怒っているだろう

　おれのわがままを許してほしい』




　目の前が眩くらんだ。

　マーヤは紙をくしゃくしゃに握りしめていた。

「──そりゃ怒るよ！」

　フミヨをにらみつける。

「昨夜ゆうべは、このことを話してたんだね」

「そうだよ」

　あっさりとフミヨは白状した。

「お前を護まもりたいそうだ」

「なんで止めなかったの」

「王子さまも召使いも、いっぱしの男だろう。男が本気で決めたことを、他人が止められるものかね。──愛されてるじゃないか、マーヤ」

「こんなの『愛されてる』って言わないよ！」

「わたしに怒ったって仕方がないさ。王子さまは言っていたよ。『──マーヤはなんでも自分でやる。なかなか、おれを頼ってくれません。でも、おれはマーヤのそういうところが好きです』だとさ」

「そんな……」

　マーヤは身体から力が抜けた。

　エイジにはなんの他意もないだろう。だが、マーヤの心は、エイジの言葉をそのまま受け取ることができなかった。皮肉にすら思えた。

　なんでも自分でやってなんかいない。そうありたいとは思っても、自分には足りないものばっかりで、いつもエイジに助けられている。でも──

「わかったかい、マーヤ」

　フミヨの声が丸みを帯びた。

「お前はいい子に育ったよ。だが、わたしがいろいろと教えすぎたのかね。──なんでも自分だけでやろうとするのは、臆おく病びようさの裏返しさ。頭こうべを垂たれて、自分からきちんと人のちからを借りるのも、立派な勇気なんだよ」

　──わたしは「自分でやりたい」という気持ちが先走って、エイジくんに「助けて」と言ったことがほとんどないんだ。わたしが勝手にピンチになって、エイジくんが自分から助けてくれる。昨日「創世記述」で死にかけたときだって……

　マーヤは気づいた。今まで気づかなかった自分を呪った。

　あのとき、エイジは〈竜の叡智〉を行使した。体力は、万全にはほど遠いはずだ。

　それなのに、エイジがマーヤに「いっしょに来てくれ、いっしょに戦ってくれ」と言わないのは、エイジのせいじゃない。マーヤが言わせてあげられなかったのだ。

　泣けてきた。悔しくて、涙が出た。

　自分が愚おろかなことが、悔しかった。

「マーヤ、自分の男に言いたいことがあるなら──ちゃんと言ってきな」

「──うん！」

　眼鏡をはずして、マーヤは目を拭ぬぐった。

　大きく深呼吸をして、眼鏡をかけ直す。

「ありがとう、おばあちゃん！」

「ああ、行っておいで」

　フミヨは満足そうにうなずいた。

　マーヤは尖塔の部屋を飛び出した。
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「やあやあマーヤさん、これからお出かけですか！」

「マーヤちゃん！」

　アキラとトシロウ──新旧の図書局長が、一階のロビーでマーヤを迎えた。

「あの黒雲を晴らしに行くのでしょう」

「はい」

「ナユタの末裔としてマーヤさんがわが図書館を継つぐにふさわしいかどうか、よい試験ですねえ。ここをクリアできるならば、次期局長となる資格は大いにあり、です」

「事態はそういう段階じゃないんですけど……」

「マーヤちゃんはエイジちゃんと幸せにならないと駄目。だからマーヤちゃん、必ず帰ってきて」

　トシロウはいかつい顔をくしゃくしゃにして、マーヤの両肩をつかんで揺すった。本当に心優しい先輩だった。半べそをかく顔が怖いけど。

「ぼくからの餞せん別べつです」

　アキラは一枚の封筒をマーヤに手渡した。蠟ろうで封ふうがしてある。

「これは？」

「困ったときに開けてください。ああ、今は駄目ですよ」

「とっても漠ばく然ぜんとしているので、怖くて使えないんですけど」

　困ったことといっても、無数にある。

「マーヤさんならだいじょうぶ。使うべきときが来たら、ちゃんとわかりますよ」

「はあ……」

　釈しやく然ぜんとしないが、アキラの心こころ遣づかいだ。マーヤは鞄かばんに封筒をしまった。

「マーヤさん」

　アキラの声がめったにないものを帯びた。真心だ。

「あなたは自分で思うより、ずっと成長しています。自信を持ってくださいね」

「──ありがとうございます」

　アキラにこうやってふつうに褒ほめられ励はげまされるのは、最初で最後かもしれない。

　自分が死し地ちに赴おもむくのだという実感が湧いてきて、マーヤは背筋を伸ばした。
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「あなたのずうずうしさには感服しますわ、ほんっとに！」

「助かります。ありがとうございます」

　傲ごう然ぜんと腕組みするナナミは、マーヤの礼にも仏ぶつ頂ちよう面づらを崩さない。

　学院の構内の、芝地が拓ひらけた場所である。

　ここでマーヤは、ナナミが手配してくれたヘリコプターを待っているのだった。

　ナナミは葉ヨウ＝オブライエンを従えていた。秋の〈妖よう精せいの棺ひつぎ〉事件で関わった、ナナミの取り巻きには珍しくおっとりした少女だ。

「マーヤさんは、くじけることがないのですか」

　いきなり、ヨウがこんなことを言ってきて、マーヤはぶんぶんと首を振った。

「何言ってるんですか！　毎日おろおろして、へこんでばっかりです」

「わたしなら、きっと震えて〈眠り王子〉の帰りを待ってしまいます」

「わたしはきっと、じっと待つ、っていう根性がないんです」

　マーヤは苦笑して頭を搔かく。

「大したこともできないのに、何かせずには落ち着いていられない。それだけです」

「──どうかご武ぶ運うんを」

　古めかしい送りの言葉を添そえて、ヨウはマーヤの手を握った。

「ナナミさまも、マーヤさんの帰りを待ちわびています」

「文句を言うために、ですよね……」

　マーヤの笑みは若じやつ干かん、引きつった。

　いくらも経たないうちに、ヘリが飛来した。

　マーヤは単身、乗り込んだ。

　ナナミが何か言っているが、ローターが回る騒そう音おんでよく聞き取れない。

「なんですか！」

　マーヤが怒ど鳴なると、同じ音量で怒鳴り声が返ってきた。

「エイジさまを連れて、さっさと帰っていらっしゃい！　マーヤさんには言って聞かせたいことが山ほどありますわ！」

　プイッと顔を背そむけたナナミに、マーヤは心から頭を下げた。

　ヘリはふたたび空へと浮上した。

　トーキョーの道路は混乱していた。

　さすがに、終末の予感がここまで目に見えてくると、この街から脱出しようとする人間が少しずつ現れる。その数があるレベルを超えると、あとは水が溢あふれるような勢いで追つい随ずい者しやが増えていった。

　アングラード家のヘリは、渋じゆう滞たいの上を軽快に飛ひ翔しようする。

　近づく混沌の雲を、マーヤはじっと見据えた。
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　飛び去るヘリコプターを見送ってから、マーヤは混沌の雲に突入した。

　一歩踏み込んで、立ちすくんだ。

　黒雲の内部はたった一日で、すでに人界の様子ではなかった。

　そこは奈な落らくへの入り口だった。

　半径三百メートルほどの範囲のほとんどが、ぽっかりと空いた深しん淵えんと化している。

　マーヤの足が踏んでいるのは、何かきらきらした石の足場だった。

　足場は飛び石のように並んで、ゆるやかな螺ら旋せんを描き、深淵の底へと伸びている。

　あることに気がついて、マーヤは戦せん慄りつした。

「この地域に住んでいた人は、どうなったの……？」

　いちいち避ひ難なんさせたとは思えない。おそらく、混沌に吞まれてしまった最初の犠牲者たちなのだ。

　マーヤは深く息を吸い、血管にこびりつく怒りと怯おびえを吐き出した。

　そして、混沌に浮かぶ石段を、慎重に降りはじめた。

　この先に、エイジとレン、ヒロトがいるのだ。すでに遭そう遇ぐうしただろうか。戦いになっているだろうか。

　空中階段は果てしなく続いた。底が見えない。

　本能的な恐怖をなんとか押し殺して、マーヤは黙々と足を乗せてゆく。

　おかしいと気づいたのは、十五分ほど経ってからだった。

　頭上を仰あおぐと、最初の足場が小さく見えた。

　足を進めた時間にふさわしい光景ではなかった。スタート地点など、とっくに視界から消えているはずだ。

　いったん戻ろうかと考えたが、思い直した。今度は地上にたどり着かないかもしれないし、なにより、マーヤは帰るためにやってきたのではなかった。

　無限ループから脱出するために、どうしたらいいか。

　答えは決まっていた。マーヤは魔術師なのだ。

　鞄から『門の書』を取り出して、必要なページを開いた。幻域への「門」を開くための魔術書だが、そこから派生する魔術の応用にも、いろいろと役立つのだ。

　思念を凝らして、呪文を唱える。




　真絢＝ラヒリの名において乞う

　幻を抉えぐる剣つるぎよ、偽りを弾はじく盾たてよ

　我の欲する象かたどりをここに顕あらわせ




　マーヤの眼前に、大きなシャボン玉のような球体が構成された。

「だいじょうぶかな……」

　自分で作ったものだが、自信はない。

　おそるおそる、球体に身体をくぐらせた。

　マーヤはすっぽりと魔術球に包まれた。

　ここからが勇気の要いる行動だ。

　マーヤは意を決して──段から飛び降りた。魔術球に護られて、空間の無限ループを突破するための行動だった。

　当たり前だが、強烈な落下感に、内臓が身体を突き破って飛び出しそうだ。

　しかし、落下しているうちに、不思議と恐怖は薄れていった。

　感じるのだ、遠くに──慣れ親しんだ気配を。

　間違っていない。目的の場所へ近づいている。

　マーヤは深淵の底を見据えた。

　落下運動に、何かを突き破るような抵抗が加わった。

　不ふ可か視しの結界に引っかかったのだ。

　幾重にも張られた結界を、マーヤは次々と突破してゆく。

　やがて、終着地が見えてきた。暗黒空間に浮かぶ、ひときわ巨大な岩の板。

　しかし、もう少しというところで、魔術球の耐久性に限界が来た。

　球が砕くだけて、マーヤは放り出された。

「わあっ！」

　眼下に、見なれた金髪の頭をとらえる。横には紺色の頭も。

　頭が動いて、マーヤを見上げた。

　あっけにとられたエイジの表情が、はっきりと見えた。

　エイジは降ってきたマーヤをしっかりと抱き留めた。

「どうして、来たんだ」

「どうして、置いていったの」

　エイジの問いに、マーヤは問いで返した。

「頼ったり頼られたり、護ったり護られたり、それが恋人じゃないの!?」

　謝ろうと思っていたけど、なぜか食ってかかる感じになってしまった。

「そうか……」

　エイジは思案げな表情で、マーヤを見つめた。

「恋人とは、そういうものか」

「そうだよ」

「なら、正直に言う」

　エイジは美しい顔をほころばせた。

「マーヤがいなくて、心細かった。いてほしいと思った」

「エイジくん……」

　マーヤの胸がつぶれそうに痛んだ。

　つらいだけの痛みではなかった。それは甘美なものも伴ともなっていた。

「レン、マーヤが来てくれた」

「おれたちの望まないことをするためなら、命も懸かけられるんだな、赤毛よ」

　レンはしかめっ面で額を押さえた。

「勝手にしやがれ、バカタレ。せっかく護ってやろうとしたのに。もう知らん」

「レンもよろこんでいる」

　エイジが翻ほん訳やくすると、そうなるらしい。

「──来たのか、ナユタの末裔」

　マーヤは声のほうを見た。

　ヒロト首相がいた。暗黒の世界に刻まれた、巨大な裂け目を背にして。

　宙に禍まが々まがしく現れている裂け目から、混沌の雲は噴ふき出しているのだ。

　マーヤは対決に間に合ったのだった。

「念のために訊こう」

　ヒロトはマーヤに言った。

「この贋にせ物ものの街を、まだ護るつもりか」

「護ります」

　マーヤは即答した。

「そこをどいてください。混沌を封印します」

「やはり……こうなる運命か」

　ヒロトは虚こ空くうを凝視した。痛みに耐えるような表情で。

　何が見えているのだろうか。過去の自分か。夢見た永遠の都か。それとも──いや、マーヤにはうかがい知れない。

　レンが白い手袋を嵌はめた両りよう拳ごぶしを構える。

　エイジが瞳を緋色に染めて、〈竜の叡智〉を開放する。

　魔戦が開始される。

　緊張は耐えがたいほどに高まっていた。
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「レン」

「はい」

　エイジとレンは、それだけで考えが通じ合うのだった。
















　レンはヒロトめがけて疾しつ走そうした。

　蹴ける──と見せかけて、横に回りこみパンチを放つ──と見せかけて、また蹴る。幾重ものフェイントを織り交ぜた、幻げん惑わく攻撃だった。

　だが、ヒロトが肉弾戦にも長たけているのは、レンが一番よく知っているだろう。マーヤの目にもわかるほど無駄のない、最小限の動きで、ヒロトはレンの攻撃をかわし続ける。

　その間に、エイジは思念を凝らしていた。

　マーヤは目を瞠みはった。自分が少しずつ魔術を身につけてゆくほどに、エイジの凄すごさが実感できる。彼が集められるエネルギーの量は圧倒的だ。

　金色に光る右手を、エイジは振り下ろした。同時に、レンがヒロトから飛びのいた。

　きらめく魔力の波は濤とうがヒロトに迫る。

　レンに気を散らされていたヒロトに、それを防ぐだけの思念を高める暇はないはずだった。

　しかし、不意に真横から、混沌の黒雲で形成された巨大な力が飛んできた。

　エイジの攻撃は相殺された。

　マーヤたちは目を剝むいた。

　ヒロトを援護した助っ人は、ヒロトと寸分違たがわぬ姿だった。

「まさか、双子……!?」

「バカ、幻術に決まってるだろ」

「違う」

　マーヤとレンの意見に、エイジは否ひを唱えた。

　ふたりのヒロトが並んだ。

「どちらも本物だ。──〈存在の分割〉」

　ふたつの声はぴったり重なって、ひとつに聞こえた。

　ふたりの輪りん郭かくがぶれた。ぶれは大きくなり、やがて左右に分ぶん裂れつした。

　四人のヒロトが誕生する。マーヤは悪夢を見る思いだった。

　その分身は確かに、残像や幻影ではなかった。どのヒロトも、肉と骨でできた実在感があり、それぞれの意思による動きを見せていた。

　四人のヒロトが散らばって、滑すべるように動いた。

　別々の方向からエイジとの距離を詰めてくる。

「ちいっ」

　レンが四人のうち、ふたりの行く手を塞ふさぐ。

　そのヒロトたちが、駆けながら八人に増えた。──さらに、八人から十六人へ！

「なっ……!?」

　動揺しつつも、レンは軽やかなステップを踏んで、必死に複数のヒロトを相手どる。だが全すべてを足止めはできない。

　エイジとマーヤはヒロトたちに囲まれた。

　全員が、左右の手のひらを胸の前に構えて、思念を凝らす。周囲から、泡のようにぽこり、ぽこりと混沌がちぎれて、ヒロトの元に集まってくる。

　エイジは自分とマーヤを囲うようにして、傘かさ状の結界を張った。

　ヒロトたちはいっせいに魔力を解放した。混沌が絡からみ合って巨大な竜巻となり、全てを吞みこむ勢いで、エイジとマーヤに襲い来る。

　混沌をぶつけられた衝撃で、結界が内側にたわんだ。エイジがわずかによろめいた。

「エイジくん……！」

「だいじょうぶだ」

　エイジはいつもの調子で答えたが、消耗していないはずがなかった。

　さっきの攻撃。そして「創世記述」を見てしまったマーヤの運命を修正するために、エイジは〈竜の叡智〉を行使したのではなかったか。

「わたしに……できること」

　可能かどうかはわからない。しかし、この状況を打破するためにマーヤが思いついたことは、ひとつしかなかった。できるかどうかじゃない。やるしかないのだ。

　──人のちからを借りるのも、立派な勇気。

　マーヤは『門の書』を開いて、素早く魔術を使った。




　真絢＝ラヒリの名において命めいず

　翼ある者よ　夜に舞う女王よ

　今こそ門を潜りて　幻域より人界に降こう臨りんせよ




　中空に輝く魔法陣が出現して、くるくると回転する。

「──召しよう喚かん魔術か。だが、稚ち拙せつだ。ナユタにはほど遠い」

　攻撃を緩ゆるめないまま、ヒロトがつぶやいた。どのヒロトかはわからない。嘲ちよう笑しようではなく、単に事実を述べただけという口調が、なおさらマーヤの気力を削った。

　風に吹かれる砂のように、魔法陣がさらさらと崩れてゆく。

　少し離れたところでは、レンがヒロトの古代武術で何度も投げ飛ばされて、ボロボロになりながら、立ち上がろうともがいている。

「お願い、助けて──アリシア！」

　マーヤは絶叫した。

　反応は何もなかった。

　エイジが片かた膝ひざをついた。混沌に負ふ荷かをかけられ続けた結界に、溶かされたようなえぐれが生じる。

　何も考えられなくなって、マーヤは虚うつろな目を上に向けた。

　その目に、何かキラリと光るものが映った。

　硝子ガラスのような、半透明の剣だった。

　数十本の剣が切きっ先さきを下に向けて、整然と等とう間かん隔かくで並んでいる。

「〈タイタニアの眠り〉」

　可憐な声が聞こえた。

　それを合図に、剣はいっせいに降り注いだ。劫ごう火かを鎮しずめる慈じ雨うのごとく。

　全てのヒロトは頭上から串刺しにされた。

　刺されたヒロトはつぎつぎと昏こん倒とうした。

「喚よんでくれてうれしいよ、マーヤ」

　生き物の生命ではなく魂を貫く、魔術剣〈タイタニアの眠り〉を放った少女が、上空で微笑ほほえんでいた。

　少女といっても、何百年を生きているのか。

　長い耳。華きや奢しやな身体。透すけそうな羽。

　過去の事件でマーヤが絆きずなを結んだ、妖精アリシアだった。〈大戦〉に荷か担たんすることを嫌ったせいで、人間との恋を引き裂かれた、哀あわれな幻生物。

「戦わせてごめんなさい！　でも、他にわたしにできることは……」

「マーヤなら許すよ」

　声を詰まらせるマーヤに、アリシアは飄ひよう々ひようと言った。

「でも、この程度の召喚じゃ、居られる時間はもうおしまいだよ。短いなあ。もっともっと魔術を磨くといいよ」

　魔法陣が崩れるのに比例して、アリシアの身体も透けてゆく。

「アリシア、ありがとう！」

　マーヤは力いっぱい手を振った。

　魔法陣と妖精は消えた。

　ヒロトもひとりを残して、すべていなくなった。

「──おれでもレンでもない。マーヤの勝ちだ」

　エイジは結界を解といて、マーヤに微笑みかけた。

「凄いぞ、マーヤ。思念だけで召喚の魔法陣を組み立てられるのは、並なみの技術じゃない」

「赤毛に助けられるとはな。くそっ、おれもヤキが回ったぜ」

　ぼやきながら、レンが身体をひきずるようにしてこちらへ歩いてくる。

　あまりの安堵感に、マーヤはその場にぺたんと座りこんだ。

　エイジもその隣で、ころりと体を横にした。すぐに寝息が聞こえてきた。〈竜の叡智〉をもとにした魔術は、ひどく体力を消耗する。もともと人間が扱うようにはできていないのだ。

　マーヤはそっとエイジの頭を撫なでた。
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　ひとりに戻ったヒロトが、ゆっくりと起立した。

　立てるとは思わなかった。マーヤが愕がく然ぜんとしたのはもちろんだが、レンもまばたきを忘れて、ヒロトを見つめている。

　ヒロトは、ずれた眼鏡をかけ直す。表情は、いつもの冷静沈着さに覆おおわれていた。

　そんなヒロトの強さを、マーヤはなぜか哀れに思った。本当の喜怒哀楽を、この人は百年間、誰にも見せずに生きてきたのだろう。

「やめとけよ、おっさん」

　レンが憐あわれむようにヒロトを見た。

「〈存在の分割〉とやらは、分身したぶん、ダメージも倍増するんじゃねえのか」

「どういうこと？」

「知らねえけどよ。──例えば、二十人に分かれて十キロずつ走ったら、元に戻ったときに二百キロ分の疲れが一気にどっと来る……そういうことなんじゃねえの」

「物腰に反して、洞察力に優れているな」

　ヒロトの声に揶や揄ゆの響きはなかった。

「その手のことは言われ飽きたよ」

　レンは苦い顔をした。

「首相、もうやめてください。この世界を、生きてください。あなたを慕したう人だってたくさんいるでしょう」

　マーヤは呼びかけながら、大事なことに気づいた。

「──ムカイさんは？　無事ですよね？」

　まさか、と思った。まさか、命を奪ったりはしまい。しかし「まさか──」と思うことこそが、一抹の不安を消せない証拠だった。

　ヒロトは答えず、右手を掲かかげた。

　再び混沌のエネルギーが、ヒロトの手の上で球を形作る。

　妖精の魔術剣を何本も受けて、立っていられるだけでも超人的なのだ。さらに、まだ戦おうとするとは。

　熙ヒロ斗ト＝マジマをそこまで支えるものは、愛でも夢でもなく、ただ絶望だけなのか。

　──絶望で強くなるなんて、悲しすぎるよ。

「もうやめてよっ！　ふつうでいいじゃない！　ふつうに生きたっていいじゃない！」

「──ずいぶん汚いこともやった。人を蹴け落おとして、倒れたところをさらに蹴るような真似もやった。いまさらわたしがきみの言う〈ふつう〉に戻ることなど、だれも望まん」

　ヒロトの声に苛いら立だちが交ざった。

　仮面に亀き裂れつが入っている。生の表情が、冷静な仮面からのぞこうとしている。

　マーヤもレンも全精力を使い果たしている。ヒロトが繰る混沌に抗こうする術すべはない。

　マーヤはエイジに覆い被かぶさった。それにどれほどの意味があるかなんて、考えもしなかった。想いが──エイジを護りたいという想いが、本能を動かしただけだった。

　レンも同じだったろう。全身をひきずるようにして、エイジとマーヤの前に立った。

　ヒロトが表情をほんの少しだけ歪ゆがめた。マーヤとレンには見えていなかったが、もし見えていたら、マーヤはこう思っただろう。

　──なんだか、うらやましそう……？

　ヒロトが右手を振り下ろそうとした、そのとき。

「愚か者め」

　誰かが言った。

　エイジの声に似ていた。

　ヒロトは動きを止めた。

　マーヤは上体を起こして、エイジを見下ろした。

　眠りから覚めたエイジが、起き上がった。いや、覚めてはいないことを、マーヤは瞬時に悟った。

「ナユタがいまの貴様を見たらどう思うかの。──案外、苦笑いをして許すかもしれんが」

　エイジであって、エイジでないものが言う。

　目覚めたのは竜だった。エイジに宿りし〈竜王〉スカーウェイドの精神体だった。
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　ヒロトは攻撃することを忘れて、エイジに──エイジのかたちをした者に問うた。

「まさか──スカーウェイドの〈人格〉も保管されていたのか」

「〈竜格〉といったところかの」

　たまに出てくれば、こうやってとぼけたことをのたまう。妙に人間くさい竜だった。だから、本来の肉体を捨て、ヴァクス一族という器に収まり、人界に留まっているのだろう。

　エイジが受け継いだ〈竜の叡智〉とは、竜王スカーウェイドの〈記憶〉から直じかに借り受けているのだった。

「きさまの志こころざしは尊とうとかった。しかし、いまを懸けん命めいに生きる者どもを、残らず否定する資格はあるまいよ。──延命の呪じゆ法ほうが解けかかって、焦あせったか」

　深遠な色の瞳で、竜王はヒロトを見つめた。

「変えたかった──何かを、変えたかったのだ」

　苦悩にひびわれた声だった。そんなヒロトが、マーヤの目には、自分が何をすべきかわからなくて迷っている少年のように映った。

　エイジの口を借りて、スカーウェイドは静かに語る。

「変化が全て、自分に見えるところで起こっているとは限らんよ。貴様は目に見えるものだけを信じた。──ナユタは、世界をまるごと信じた」

　最後の言葉がとどめを刺したかのように、ヒロトの姿が変わった。

　顔にみるみる皺しわが増える。姿勢が丸くなってゆく。

「人界では、完璧な不老も不死も難しい。まして、混沌を操る魔術など使えば、その負担は計り知れまい」

　竜王が痛ましそうに言った。

　もともと弱まっていた、延命の呪法〈イドゥンの林りん檎ご〉の効力が、この戦いで加速度的に失われていったのだ。

　ヒロトが手のひらに集めた混沌が散っていった。魔力で維持できなくなったのだ。

「ナユタ──わたしは、間違っていたのか」

　ヒロトは崩れるように倒れた。

　呪法が解けたヒロトは、精神の疲労を正しく反映して、老人の肉体となっていた。

　再び起き上がる気配はなかった。

　生きてはいるようだ。しかし、もう戦える状態ではない。

　マーヤは大きく息を吐いた。

　勝利のよろこびとは無縁だった。ひどくからっぽな気分だった。

　マーヤの肩に、そっとエイジの手が置かれた。

　見上げると、美しい顔がにやりと笑っていた。エイジの人格では決してしない、豪ごう放ほうさを感じさせる笑みだった。

　竜王のねぎらいを受け取って、マーヤはいくらか気持ちが明るくなった。

「末裔の娘よ」

　竜王はマーヤに小さな本──「創世記述」を手渡した。

「これを混沌の裂け目に投げ込むのだ」

「はい」

　マーヤは倒れ伏すヒロトの横を通って、裂け目に近づいた。

　その奥から押し寄せる圧倒的な混沌の気配に、立ちくらみがした。

　手にした「創世記述」も、中を見たいと思わせる誘惑を放ってくる。この〈ナユタズ・ロスト〉は、人間の好奇心や知識欲を強烈に刺激するのだった。

　身体の底にわずかに残った気力をかき集めて、マーヤは我を保った。

「お願い──この街を、助けて」

　祈りながら、マーヤは裂け目に「創世記述」を投げ込んだ。

「もはや言うまでもなかろうが──」

　と、竜王が口を開いた。

「『創世記述』ほどになると、本そのものに意思がある。原初の混沌に投げ込まれれば、己おのれの存在意義を発揮せずにはいられまい。──さあ、見るがいい」

　裂け目からのぞく無明の空間の真ん中で、本が輝いた。

　超圧縮されていた膨大な記述が、そのちからを発揮したのだ。

　裂け目の中で、秩序の光と混沌の闇が拮きつ抗こうする。うねり、からみ合い、明滅する。

　それは、人間の心の葛かつ藤とうを比ひ喩ゆしたような有あり様さまだった。誰だって、心の中で秩序と混沌が戦っているのだ。誰だって、ヒロトのように、混沌の側に傾く可能性を持っている。

「あっ……」

　マーヤは思わず声をあげた。

　裂け目が、軋きしむように閉じてゆく。

　混沌が退しりぞいたのだ。これで、トーキョーは救われる。

　──真絢＝ラヒリ、きみは救国の聖女だな！

　どこかから声がした。こんなふうにマーヤを呼ぶ者は、ひとりしかいない。

　マーヤは自分の鞄を見下ろした。

　──ようやくきみの元へ帰れるぞ。真絢＝ラヒリ、出口を持っているだろう。開けてほしいのだが。

　間違いなく、鞄の中から声がする。

　閃ひらめいた。──マーヤはアキラからもらった封筒を取り出して、封を切った。

　封筒の中から、にょっきりと手が出た。

　腕が出た。肩が出た。まさしく奇術マジツクのような光景だった。

　封筒を内側から破やぶって、無ム戒カイ＝ヤマザキが現れた。

　疲労の色は濃いが、唇は艶つややかな笑みを失っていない。

　マーヤは安堵の息を吐き、レンは舌打ちしてマーヤをにらんだ。

「そんなやつ、どっか別の次元の空間で一生を過ごせばよかったんだ。余計なことをしやがって、この」

「人間未満の生き物に、真絢＝ラヒリの慈愛はわかるまいよ。──携帯用の〈門〉を用意してくれているとは、実に気が利いているじゃあないか。亜空間脱出の手がかりになったぞ」

「は、はあ……」

　よくわからないが、アキラはこんな事態を見越して、図書館に伝わる魔道具のひとつを持たせてくれたらしい。

　ムカイは地に転がるヒロトに近づいた。

　しぼんで、軽くなってしまった主を、そっと抱え上げた。

「──申し訳ありませんでした。お気持ちを、わかってさしあげられなかった」

　絞り出すような声で、ムカイはヒロトにささやいた。

　ムカイの腕の中で、ヒロトはかすかにうなずいた──ように見えた。

　錯さつ覚かくかもしれない。生きているというだけで、意識があるかどうかも怪しい。でも、マーヤにはそう見えたのだった。

「会うたびに成長しているな、末裔の娘よ」

　スカーウェイドが目を閉じた。

「そなたがナユタの末裔で、余は満足しておる」

　最高の賛辞をマーヤに贈って、竜王は消えていった。

　──目を開けて、エイジはそっと微笑んだ。

「さあ、帰ろう」
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　石の段々を半なかばまで登ったところで、異変は起きた。

　地鳴りのような響きが沸いて、空間が揺れた。

「──まずい」

　エイジが、焦りを隠せずにつぶやく。

「早く戻らないと、封印される混沌と、復活する秩序の狭間はざまに吞み込まれる」

　一同は駆け出した。しかし、マーヤも、エイジもレンも、ヒロトを背負ったムカイも、全員が満まん身しん創そう痍いだ。身体がちぎれそうに辛いのをこらえている。進みはのろかった。

　それは、どんな神のきまぐれか。──マーヤが踏んだ足場が、ふいに沈んだ。

　ぞっとするような浮遊感がマーヤを貫いた。

「マーヤ！」

　とっさに動いたのはエイジだった。マーヤを追いかけて、同じ段に飛び降りる。

　幸い、石段の落下は途中で止まったが、レンたちから、十メートル近く低い位置まで下がってしまった。

「若、いま行きます！」

「だめだ！」

　エイジがきびしく言い放った。

　石段の配置が狂い始めていた。

　一段一段が、でたらめな動きをする。浮いたり沈んだり、揺れたり崩れたり──

「行くんだ、レン」

「何を!?　バカなことを言わんでください」

「これは命令だ！　召使いのくせに、主人の命令がきけないのか」

　マーヤはかたわらのエイジを凝ぎよう視しした。

　エイジがこんな言い方をするなんて──もちろん、噓に決まっていた。わざとこんな居い丈たけ高だかな言い方をして、レンに助かってもらおうとするのは、エイジがレンを召使いじゃなく友だちと思っているからだった。

　白い稲いな妻ずまが、蜘く蛛もの巣のように宙を走った。

　轟ごう音おんは遅れてやってきた。マーヤは耳を塞いで身をすくめた。

　眼下で黒雲が大きく裂けた。その向こうには、さらに虚きよ無むが広がっている。

　マーヤとエイジの足場が、ぐらりと傾かしいだ。

「きゃっ──」

　転がり落ちそうになるマーヤを右腕に抱いて、エイジは左腕で石のへりにしがみついた。

「だいじょうぶか、マーヤ」

「わたしは──でもエイジくんが！」

「マーヤが無事ならいい」

「よくない！　ふたりで帰るんだから！」

　マーヤは必死に腕を伸ばして、自分も石のくぼんだところをつかんだ。

　エイジが〈竜の叡智〉を解放した。

　緋色に変わる瞳に、マーヤは怒りさえ覚えた。

「もう〈叡智〉を使うのは無理だよ！」

「だいじょうぶだ」

「エイジくんのだいじょうぶは当てにならない！」

「おれは信用がないな」

　エイジは苦笑した。その愛あい嬌きよう、その優雅。

　こんなときなのに、ああ、やっぱりエイジくんはきれいだな、とマーヤは思った。

　だいじょうぶだ、とエイジは繰り返した。

「マーヤひとりを転移テレポートさせるくらいの魔力は残っている」

　──ちっとも、だいじょうぶじゃないじゃない。

　マーヤひとりを、とエイジは言った。

「わたしを助けて、それで、エイジくんは？」

「だいじょうぶだ」

「返事になってないよ！」

　もはやエイジも、他に言葉が出てこないのだった。身体が小刻みに震えている。傾いた石段につかまる体力が、底を尽きかけているのだ。

「いやだ、いやだ！」

　マーヤは泣き叫んだ。

「あなたを犠牲にして助かりたくなんかない！」

「マーヤ、よせ！」

　マーヤは身をよじって、エイジの腕を振りほどこうとした。何かを考えてやった行動じゃない。自分が落ちればエイジは助かるという思いが、本能を突き動かしたのだった。

「いい加減にしろ！」

　エイジの本気の叱しつ責せきに、マーヤは我に返って、もがくのをやめた。

「それじゃヒロトさんと同じだ。自や棄けを起こすな」

「でも、でも──」

　マーヤは涙でくしゃくしゃになった顔を、エイジの胸元に押し当てた。

　こらえようとしても、子どもみたいな泣き声が、喉のどから勝手に漏もれてきた。

「マーヤ、顔を見せてくれ」

「……いや」

「マーヤ」

　請われて、しぶしぶエイジを見上げた。

　エイジの顔は覚悟を決めた男の凜り々りしさを湛たたえていた。

「生きてくれ。それは、マーヤが今まで、いろいろな人に対して願ってきたことだろう」

「そうだけど……」

「おれも生きる。おれたちで護った街に、必ず帰る。だから、先に行ってくれ」

　エイジの言葉に偽いつわりはないように思えた。しかし、封印される混沌に引きずり込まれて、生きて帰れる可能性など皆かい無むに近いのも、また真実だった。

　マーヤはエイジに口づけた。

　照れも、何もかも、いっさい忘れた。遠えん慮りよする暇なんて、もう残されていなかった。
















　自分から唇を押しつけて、エイジを激しく求めた。エイジもマーヤに応えた。舌が絡み合うたびに、吐息が漏れた。身体の芯が痺しびれて、熱い。こんな場所でなかったら、キスだけでは済まなかったに違いない。

　いつまでもこうしていたかった。

　しかし、エイジはそっとマーヤから唇を離した。

「マーヤ──愛してる」

「わたしも……！」

　ふたたび涙があふれた。

　このままふたりで抱き合ったまま落ちてゆきたいと、マーヤは本気で願った。

　それを見み透すかしたように、エイジは微笑んで、首を横に振った。

　エイジの魔力がマーヤの周囲に凝ぎよう集しゆうした。

　急激な眩め暈まいに襲われて──

　一瞬の後に、マーヤはレンとムカイのもとに移動していた。

「行くぞ、赤毛」

　レンはぞっとするような無表情で、マーヤの腕をとる。

　これはレンじゃないと思った。蓮レン＝クナイフェルがこんな冷静に、若を置いてゆこうとするはずがないじゃないか。

「いやっ！」

　マーヤは逆らって、石段から身を乗り出した。

　さらに下方に沈んで、小さくなってゆくエイジが見えた。

　反射的にマーヤは飛ぼうとしたが、レンとムカイに取り押さえられた。

「落ち着け、真絢＝ラヒリ！」

「離して！　わたしも行くっ！」

「赤毛、こっちに来い！」

「いやああああっ！」

　金切り声でわめくマーヤの首の後ろに、ズシンと衝撃が来た。

　マーヤは暗黒に吞み込まれた。
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　手刀で失しつ神しんさせ、レンはぐったりしたマーヤを肩に担かついだ。

　そんなレンに、ムカイは不審な目を向けた。

「お前──なぜだね」

「何がだよ」

「真絢＝ラヒリを助けて、詠司＝ヴァクスを見捨てる。お前なら逆ではないかと思ってね」

　レンは答えなかった。

　黙々と、乱れる石の足場を、上へ上へと飛び移ってゆく。

　ため息をついて、ムカイはレンに続いた。
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　黒雲は晴れた。

　その跡には、隕いん石せきが落下したような、巨大な陥かん没ぼつができていた。

　警察や研究者が徹底的に調査したが、穴が開いたという以上のことは判明しなかった。

　トーキョーが混沌に吞まれて消滅しようとしていた証拠は、何も残らなかった。
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　ゲオルギウス図書館は、あくまでも本の住すみ処かだ。

　人はかりそめの客にすぎない。ささやきも足音も、すべて本が吸い取ってしまう。

　しかし、五月のよく晴れた午後にやってきたある男子学生は、図書館の本たちが中和することのできない怪しさを振りまいていた。

　浅い呼吸、定まらない視線。上着のポケットに突っ込んだ手は、何かを探るようにせわしなく動いている。

　男子学生は貸かし出だしカウンターに近づいていった。

　カウンターには、眼鏡めがねをかけた赤毛の少女がついている。

「いらっしゃいませ。真絢マーヤ＝ラヒリが承うけたまわります」

　一流ホテルのようだと評される図書局員の洗練された態度は、しかし、その男子生徒にとって何の意味も成さなかった。

　鼻先に突きつけられた短刀ダガーの刃先を、赤毛の図書局員はぽかんと見つめた。

「『古代幻げん生せい物ぶつ全集・ロヒア版』を出せ」

　男子生徒の声はみっともなく震えていた。それが逆に危険さを醸かもし出す。

「恐れ入りますが、申請書を書いていただけますか。ご希望の本は『第二級稀き書しよ』に該がい当とうしますので、持ち出しは禁止されています。館内での閲えつ覧らんのみ──」

「いいから出せ！」

「強盗ですか」

　少女は尋ねた。

「やっとわかったのか！　逆らったら刺すぞ！」

　少年はカウンターを乗り越えて、少女の背後に回り、首筋に短刀を押し当てた。

　周囲が異状に気づいて、騒がしくなった。

「早く持ってこさせろ！」

「あなた、あまり図書館には来ないでしょう」

「それがどうした！」

　少年は薄気味悪そうに少女を見下ろした。少女が落ち着き払いすぎているからだった。

　──状況がわかっているのか、この女は？

「もしわたしについて知っていれば、こんなことで言うことを聞かせられるとは思わないはずだから」

「何!?」

「──動くな！」

　少女が鋭するどく言った。

　それだけで、少年は全身が見えない縄に縛しばられるのを感じた。

　口以外は指一本動かせなくなる。

　少女は振り返って、少年と向き合った。この程度の魔術なら、呪文など必要なかった。

「『ロヒア版』をどうするつもり？　学院の外に持ち出して売るのかな。それとも、どこかの魔術結社の仲間？」

　ゲオルギウス図書館には、帝国図書館にも存在しないような貴重な書物が多数、所蔵されている。盗み出そうとする者は毎年かならずいるが、こんな杜ず撰さんな強盗は珍しかった。

「局長、ご無事ですか!?」

　他の局員たちが、赤毛の少女に駆け寄ってきた。

「だから、カウンター業務は下級生に任せてくださいっていってるのに！」

「ごめんなさい。──でも、現場にいるのが好きなんです」

「〈幻げん書しよ姫ひめ〉が現場の仕事をする必要はありません！」

「だって……」

「だってじゃなくて！」

　局長と呼ばれた少女は、後輩たちに口々に叱しかられて身をすくめた。

「あと、その〈幻書姫〉ってやめて。完全に名前負けしちゃってるから……」

「そんなことありません！」

　それは尊敬の言葉だったが、叱られていることには変わりない。

　少女は苦笑して、腰こしにつけた革かわの鞄かばんに目を落とした。

　そこには、大おお仰ぎような綽あだ名なの由来となっている魔術書がしまわれているのだった。
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「勇ましいことだな、〈幻書姫〉さんよ」

　からかう──と言うには、投げやりな物言いだった。

「レンくんがそう呼ぶときは、わたしを完全にバカにしてるよね……」

「そんなことねえよ、ゲンショヒメ」

「それ、不良が先生を『センコー』とかって呼ぶときと同じでしょう！」

　ソファに座すわった真絢＝ラヒリは、蓮レン＝クナイフェルをあきれ顔で見上げた。

　図書館の尖せん塔とうにある部屋の中だ。

　強盗を〈衛えい士し団だん〉に引き渡して、休きゆう憩けいしているところだった。

「何か飲むか」

「うーん……じゃあ、アイスティ」

「外で勝手に買って来い」

「なら訊きかないでよ！」

　マーヤが怒ど鳴なったって、レンは毛ほども動じない。二年前、初めて会ったときからそうだった。

　わざとらしくだるそうに首を回しながら、レンはキッチンに消えていった。

　なんだかんだで用意してくれるのなら、意地悪を言わないで黙々と用意してほしい。

　──でも、今さらそうされても、気持ち悪いかも。

　ふふっと笑って、マーヤは部屋を見回した。

　豪華な調度の数々は、毎日、レンによってきれいに掃そう除じされている。

　いつ部屋の主が帰ってきてもいいように。

　いないことには、慣れない。慣れるはずがない。

　それでも「いないことに慣れない」という苦しさは、心の中で飼い馴ならすことができるようになった。泣き暮らしてはいられない。いつか、戻ってきたときに、少しでも成長した自分を見せられるように。

　──エイジくん。

　輝く美び貌ぼうと穏やかな笑顔を思い出して、マーヤはぎゅっと胸を押さえた。




　──封印された混こん沌とんと一緒に、エイジが消えてから一年あまり。

　心の欠落を少しでも埋うめるように、マーヤは図書館業務と魔術に打ち込み、最高学年となった先月、晴れて図書局長に就しゆう任にんした。

　マーヤは高等部からの編入生だ。二年ほどの局員経験しかない者が、図書局の頂点に立つことは異例だったが、マーヤにはそれを納得させるだけの人望と実力が備わっていた。

　もちろん、伝説の図書局長──那ナ由ユ他タ＝クチガミの子孫であるという後光は否いなめない。マーヤ自身も、それを否定するつもりはまったくなかった。事実は事実。「先祖の七光り」は認めた上で、努力を重ねるしかない。

　その率直さが、マーヤが後輩に親しまれる理由だった。




「ほれ、さっさと飲め」

　レンがグラスを投げ出すように置いた。場末の喫茶店の接客みたいだ。

　そんな態度の悪さも、マーヤにとってはもはや平和な日常の象徴で、不思議と安らぐのだった。レンが心を籠こめてもてなすのは、エイジだけなのだ。

「──うん、それでこそ蓮＝クナイフェル」

「お前だっておれを生なま温あたたかく見下してるじゃねえか」

　顔をしかめて、レンは切り分けたアップルパイを載のせた皿を、グラスに添えた。

「──なんだよ。何か言いたいのか」

「ううん、別に」

　怪け訝げんそうなレンを、マーヤはしばらく見つめた。




　エイジがいなくなった直後は、さすがに前向きな気持ちなど一滴も出なかった。

　──わたしがエイジくんの代わりに死ねばよかった。レンくんもそう思ってるでしょう。

　自分も他人も傷つける呪じゆ詛そを吐いたとき、マーヤはレンに容赦なく平手打ちされた。

　──若わかは死んじゃいねえ。帰ってくるってお前に言ったんだろう。なら、帰ってくる。

　──いつ？　本当にそう思ってる!?

　腫はれた頰を押さえて、マーヤは泣きわめいた。

　──なんでわたしを責めないの。わたしはレンくんの「若」を護まもれなかったんだよ。

　──詠エイ司ジ＝ヴァクスはおれの所有物じゃねえ。

　レンは静かに、諭さとすように言った。

　──おれにとっては仕つかえるべき主だし、お前にとっては分ぶん不ふ相そう応おうな恋人だろうよ。だがそれ以前に、若はひとりの男なんだ。男が好きな女を命いのち懸がけで護ろうって気持ちを、誰がないがしろにできる？　おれが赤毛をなじったり、赤毛が自分を責めたりするのは、詠司＝ヴァクスに対する冒ぼう瀆とくだ。違うか。

　レンに問われて、マーヤは平手打ちの何倍も打ちのめされた。

　──おれは図書館で若の帰りを待つ。赤毛、お前はどうするんだ。

　──わ、わたしは……




「──レンくん、あのときはありがとう」

「何が」

「なんでもない」

　マーヤはアイスティをひと口飲んだ。冷たくて香ばしい。

「お前がおれに感謝するべきことは多すぎてな。どれに礼を言ってるのかわからねえ」

「はいはい、全部全部」

「この」

　嚙みつくような表情のレンに、マーヤはくすくすと笑って、アップルパイに手を伸ばした。
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　休憩を終えると、マーヤは生徒会本部に向かった。学院の敷地の西側にある。

　入口で学生証を提示して、マーヤはひんやりした石造りの建物に入った。

　生徒会長は会長室で山のような書類に判を突いていた。適当に押しているのではなく、一枚一枚、内容に目を通している。意外と真面目に役職を務めているらしい──というのが、学院生に共通した感想だった。

　マーヤの訪問に、うとましそうに顔を上げた。豊かな巻き髪が揺れる。

「ああら、天パーのマーヤさん、ごきげんいかが」

「天パーって言われて不機嫌です」

　マーヤはおざなりに返事して、那ナ波ナミ＝アングラードの顔をしかめさせた。

　マーヤが新しい図書局長であり、ナナミは新しい生徒会長なのだった。

「相変わらず口の減らないこと。で、何かご用？」

「四月分の予算報告書、その他もろもろです」

　マーヤは鞄から書類を取り出して、山の一番上にどさりと置いた。

　ナナミはため息をついた。

「生徒会長って、もっと好き放題できると思っていたけれど、当てがはずれましたわ。地味な事務処理ばっかり。ヨウあたりに譲ゆずろうかしら」

「ナナミさんがこれ以上、どうやって好き放題にするんですか」

　この生徒会本部だって、もともとは別の用途で用いていたものを、ナナミが強きよう権けんを振るって強引に借り受けたという。

「いっそ、総理大臣を目指したらどうですか」

「ああら、あなたにしては名案じゃなくって。そうねえ──財ざい閥ばつは誰かに任せて、わたくしはこの国の舵かじを取ろうかしら」

　満まん更ざらでもなさそうに、ナナミはうんうんとうなずいた。

　適当に言っただけのマーヤも、案外いいかもしれない、と思った。ナナミならば、その能天気な傲ごう慢まんさで、あらゆるしがらみを打ち破ってくれるかもしれない。

　──きっとあの人は、繊細で真面目すぎたんだ。

　ヒロトのことをマーヤは思い出した。

　世間では謎なぞの失しつ踪そうを遂とげたことになっている、歴代最年少首相。延命の呪じゆ法ほうが尽きて、もうこの世にはいないと思われる。ムカイが手厚く葬ほうむってくれただろう。

　あの日以来、ムカイはマーヤの前に現れていない。きっと、美しく生きるための新たな道しるべを探しているのだ。それはヒロトの本来の意志──永遠の都を築くことの継承かもしれないし、まったく別のことかもしれない。

　退出しようとするマーヤの背中に、ナナミが訊いてきた。

「エイジさまは、まだお帰りにならないの」

「──はい。まだです」

「ならば、わたくしを見習って、自分磨きを続けなさい。お帰りになったエイジさまが失望しないように。マーヤさんはいいところを探すほうが難しいのだから」

　ナナミはぶっきらぼうに言った。

　傲ごう慢まんな女王さまの、精一杯の思いやりだった。

「精進します」

　マーヤは微笑ほほえんで、ナナミに一礼した。
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　寮りように戻ったのは門限ぎりぎりの、午後十時になる少し前だった。局長になってから、寮はただ寝るだけの場所、という生活が続いている。仕事に慣れるまでの辛しん抱ぼうだ。

　祖そ母ぼから絵え葉は書がきが届いていた。

　マーヤが聞いたこともないような国の、きらきらした雪景色が写っている。また世界中を旅しているのだ。今度はどんなお土産みやげを持ってきてくれるのだろう。

　学院を卒業したら、わたしもおばあちゃんみたいに旅をしてみたいと思った。いっしょに旅をしたら、きっと凄すごく楽しいだろうな。

　──いっしょにって、誰と？

　心臓が軋きしんだ。

　呼吸が苦しくなった。

　マーヤは膝ひざを抱えてベッドにうずくまった。

　護りたかった世界に、護りたかった人が、いない。

　いないことには、慣れない。慣れるはずがない。

　昼間は忙しさに気が紛れても、夜にひとりになったとき、エイジを喪うしなった痛みは波のように打ち寄せてきて、マーヤを眠れなくさせるのだった。
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　──眠れないときは、眠らなくてもいい。とにかく目を閉じてじっとしてるんだよ。それだけで体力は回復するからね。身体からだと心は不可分だ。身体の疲れがとれれば、心もいくらか元気になるものさ。






　祖母の言葉に従って、マーヤは夜明けまでじっとして過ごした。瞑めい想そうの呼吸をして、なるべく何も考えないように努めた。

　カーテンの隙すき間まから水色の光が漏れてくる。やっと、朝になったのだ。

　マーヤはカーテンと窓を開けて、外の空気を味わった。トーキョーの真ん中とは思えないほど、大気が澄んでいる。時計塔の針は、五時を指していた。

　マーヤはしばらくの間、学院の風景を眺めた。

　ふいに、遠くで魔力が弾けた。誰かが早朝に寮を抜け出して、魔術の練習をしているのだろうか。

　──見に行こうかな。

　好奇心が湧いた。おばあちゃんの言うとおり、少しは元気になったかな、と思った。

　マーヤは制服に着替えて、こっそりと寮の外に出た。
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　魔力を感じる方に向かっていくと、やがて〈迷いの森〉にたどり着いた。

　その奥には、打ち捨てられた小さな聖堂がある。

　マーヤが持つ『門の書』の、記述部分を封じ込めた〈ジュエル〉は、その聖堂に隠されていたのだ。入学して早々に放り込まれた冒険行。懐かしい。

　しかし、懐かしさは常に痛みも連れてくるのだった。学院での思い出の中には、たいていエイジがいるのだから。

　頭を振って追憶を振り払い、マーヤは森へと足を踏み入れた。

　いくらも歩かないうちに、聖堂のある小さな空き地に出た。

　侵入者に対して〈迷いの森〉は気まぐれだ。同じ場所まで一時間も二時間もかかることがあれば、今朝のように五分で着くこともある。

　聖堂のそばの草むらに、人影が横たわっていた。

　マーヤは目を疑うたがった。

　世界から音が遠ざかった。

　全身が震えて、まっすぐ立てなくなった。

　足をもつれさせながら、マーヤは人影に駆け寄った。

　ほとんど転ぶような調子で、人影のかたわらにしゃがみこむ。

　見まちがえるはずのない、鮮烈な美の結晶──

　それは詠エイ司ジ＝ヴァクスだった。

　頭が真っ白になって、何をどうしていいかわからなくなっているマーヤの眼前で、エイジはゆっくりと起き上がった。

　宇宙を封じ込めたような深い色の目が、マーヤを映して、喜びに輝いた。

「何歳だ」

「え……」

「末まつ裔えいの娘よ、今は何歳だと尋ねている」

「じゅ、十七歳……ええと、今年、十八歳になるけど……」

　赤子みたいにたどたどしく、マーヤは答えた。

「ふむ、一年程度か。誤差はほとんどゼロとみなしてよかろう。僥ぎよう倖こうである」

「──スカーウェイド？」

　ようやく理解が追いついた。

　帰ってきた──エイジくんが、帰ってきた！

「わあああっ!!」

　マーヤはエイジにしがみついて、大声で泣きだした。

　一年以上、心の中にせき止めていた悲しみが、一挙に噴ふき出して止められなかった。

　エイジに宿ったもうひとつの人格──竜王スカーウェイドは、そんなマーヤの頭をやさしく撫なで続けてくれた。

　何分、号泣していたのだろう。ときどきしゃくりあげながらも、マーヤはようやく泣き止やんだ。鼻の奥が腫れて、頭がぼーっとする。

　竜王は、エイジの顔に不敵な笑みを浮かべさせた。

「混沌の世界から還かえってくるのは苦労したぞ。体感時間で十五年かかった。混沌に吞のまれて無に帰らぬよう結界バリアを張り、縫ぬい針で山を掘り崩すような気分で、根気よく人界への通り道をこしらえた」

「十五年って、でも……」

　エイジの姿は、マーヤの記憶と何も変わらない。

「体感時間と言っただろう。混沌の内部に時間の概念は存在しない。肉体はいっさい歳を取らんのだ。そなたがひとつ年上になってしまったが、大したことはあるまい」

　エイジは周囲を見回した。

「初めてそなたと出会った場所だな。──見違えたぞ、娘。まるで十年も経験を積んだような貫かん禄ろくに満ちている。こう言えばいいか。『グッといい女になった』」

「なっ──」

　エイジの顔でそんな直接的な科白せりふを投げてこられて、マーヤは動揺した。

　ふはははっ、と竜王は鷹おう揚ように笑った。

「余に言われても嬉しくなかろう。待っておれ。そろそろ回復したはずだ──」

　スカーウェイドは目を閉じた。

　ふたたび目を開いたとき、そこにはエイジがいた。竜王は意識の底で眠りにつき、代わりにエイジの人格が浮上したのだ。

　眠たげな表情で、ぼんやりとマーヤを眺める。

「エイジくん……？」

　マーヤは息を詰めて、エイジの反応を待った。

　エイジは左右を見た。それから、もう一度マーヤに目を戻した。

「──きみ、何か食べるものを持ってない？」

　マーヤは頭を殴られた心地ここちがした。もしや、いっさいの記憶を失っているのか。

　──ん？

　頭の隅すみから、何かが浮上してきた。

　その科白。覚えがある。

　二年前の入学式の日。今と同じように、マーヤはスカーウェイドとエイジの人格が切り替わる瞬間に出くわした。そして、エイジが放った言葉が、それだった。

　あらゆる感情が一気にこみ上げてきて、マーヤはわなわなと身体を震わせた。安あん堵どが怒りに切り替わり、怒りは愛情に裏返って、もう自分でもわけがわからない。

　エイジは苦笑して、

「ただいま、マーヤ」

　と言った。




「──ばかっ!!」




　マーヤはぶつかるようにしてエイジにキスをした。

　エイジはマーヤに両腕を回した。

　マーヤもエイジを抱きしめる。

　ずっと求めていた、生身の感触だった。

　好きな人がどこでもない、今ここにいるという確信だった。

　木漏れ日が注ぐ森の中で、〈眠り王子〉と〈幻書姫〉は、もう二度と離れられないというように、その場からいつまでも動けずにいた。





眠り王子と永遠の都・完






















あとがき






　こんにちは、秋あき永なが真ま琴ことです。

　お待たせしました。ようやく「眠り王子と永遠の都」をお届けできました。

　よろしくお願いします。




「今回は完結記念ということで、あとがきのページを多めに用意しました。何かおもしろいことを書いてください」

　と、担当さまに仰おおせつかりました。「何かおもしろいこと」って……!?

　エイジやレンに無茶なことを言われるマーヤの気持ちがよくわかります。

　長めのあとがきになりますが、どうぞ最後までお付き合いください。





☆






　というわけで、怒ど濤とうの完結篇です。

　第一巻「幻げん書しよの乙女おとめ」が発売されてから、丸一年。

　物語の中でも同じだけの時間が経ち、少しは主人公らしくなってきたマーヤのために、最大級の試練を用意しました。ついでに新しい眼鏡めがね男子も投入しました。

　満を持して縁ふちなし眼鏡の登場です。リムレスフレーム、いいですよね。




　かつては、眼鏡をかけることって、なんとなく野暮ったくて恥ずかしいようなイメージがあったんですけれどね。いつから、おしゃれの一環として受け入れられるようになったのかな。

　眼鏡ユーザーにとっては、昔よりもいい時代になりましたね。




　先行きが不安な現在より、いいことばかりを覚えている過去のほうが輝いて見えることはよくあります。でも、たった今、自分が生きている現在にだって、過去よりも素晴らしいことはたくさんあるはず。

　過去を振り返るのは大事です。でも、戻ってはいけない。

　現在を、愛そう。

　眼鏡をかけたキャラクタを好んで書くのは、そんな思いを託たくしているからなのです。

　ただ単に眼鏡が好きだからという理由じゃありません。噓です。いや、噓じゃないけど。眼鏡は好きだけど！

　何を言っているのか自分でもよくわからなくなってきました。

　そしてまだ三ページですか……。





☆






　えーといきなり思い出話をします。

　高校生の時に、図書局に所属していました。

　図書委員会ではありません。なぜか図書局と呼ばれていました。北海道の一部でしか見られない名称のようですね。

　委員会のように各クラスからひとりかふたりを選び出すんじゃなくて、入りたい人が自由に入るというシステムでした。

　学校図書館を舞台にした小説を書こうと思った時、まず、この名称を使うことに決めました。




　図書館は校舎の二階にあったのですが、　テスト前ににぎわうくらいで、ふだんは閑かん散さんとしていました。生徒にとっては、ほとんど自習室のような扱いでしたね。本を借りに来る人はほとんどいなかった。

　暇ひまだったので、やりたい放題でした。

　カウンターの奥の書庫に引っ込んで、本を読んだり、小説を書いたり。

　お菓子を持ち込んで食べたり。

　軽音楽部の友だちを招いて、ギターを弾いてもらったり。

　おっとりした司書教諭のおばちゃんに咎とがめられることもなく、フリーダムな環境を満喫していました。

　──局員がこうだったから、図書館の利用が盛り上がらなかったんだなきっと。

　はっはっは。←アキラのごとく乾いた笑い。




　そんな不良局員でしたが、図書館という空間は好きでした。

　時間がゆるやかに流れる、本たちの住すみ処か。そこに身を置いている時は、さまざまなしがらみから解き放たれて、じっくりと思索にふけることができました。

　そのときの経験が、小説に投影されているのかもしれません。





☆






　担当さまには今回もびっくりするほどご迷惑をおかけしました。

　逆立ちして土ど下げ座ざします。どうやるんでしょう。ごめんなさい。

　遅い原稿を辛しん抱ぼう強く待っていてくださって、ありがとうございました。

　次にお会いしたときは、赤ワインのおいしいお店に行きましょう。ごちそうします。何本でも飲んでください。小説のことだけじゃなく、音楽についても熱く語り合いましょう。

　自分も担当さんも、好きなロックバンドにはやっぱり眼鏡男子がいます。

　もはや業カルマですね。




　サカノ景子さんに「眠り王子」の世界を愛してもらえたことは、本当に幸運でした。

　この本のキャラクタ紹介イラスト、見てください！　前巻の「不思議の国のアリス」ふうのイラストも驚いたんですが、今回は「眠り姫」。もちろんエイジが姫。愛がなきゃ、こんなふうに描いてはもらえないですよね。

　さらに今回は、キャラクタのデザイン画の掲載を快かい諾だくしてくださり、あとがきまでお願いしてしまいました。

　楽しいな、嬉しいな！　本当にありがとうございました。




　校正さま、デザイナーさま、この本に携たずさわってくださった方々──この物語が人に読まれるために必要だった無数のお力添えにも、厚くお礼申し上げます。




　そしてなによりも、読者のみなさま。

　最初は本になるかどうかもわからなかった話を、ここまで書き続けることができたのは、応援してくれたみなさまのおかげです。

　本当にありがとうございました！

　またお会いできることを願っています。





☆






　最後にちょこっと宣伝。

　ビーズログ文庫の携帯電話サイト「ぽけっとビーズログ」で、番外篇を配信しています。

　本篇には入りきらなかった、マーヤたちの吞気な日常生活を描いています。もしよかったらご覧ください。

　それでは、ごきげんよう！





二〇一〇年三月某日　　秋永真琴







※携帯サイト「ぽけっとビーズログ」のサービスは終了しております。










































































著者

秋永真琴

Makoto Akinaga




北海道在住、かに座、Ｏ型。

本と眼鏡とロックが好きです。

最近は安い眼鏡屋さんが増えました。

一万円札でお釣りが来る値段で、かわいいデザインがたくさんあります。ただしどの眼鏡も小振りなので、顔が大きいと似合わないんだな……　書いていて自分で悲しくなってきました。










イラスト

サカノ景子

Keiko Sakano




北海道出身東京在住。

先日コインチョコを頂きました。

幼い頃に感じた記憶よりも美味しさは感じられませんでしたが、当時と同じように姿形に心がときめき、思わず形を崩さずにチョコだけ取り出すことに夢中になってしまいました。

イラストが素敵な物語を楽しむ手助けになれば幸いです。

「カラクリ時景。」http://sakaya.gozaru.jp/
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本書に関するお問い合わせ先

エンターブレイン　カスタマーサポート
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